
人文論叢 ( 三 重大学) 第2 3 号 2 0 0 6

エ ス ニ ッ ク マ イ ノリテ ィ の 子供と
イ コ ー ル オポチ ュ ニ テ ィ

ー 英国ミ ッ ドラ ン ドの 教育現場 -

藤 本 久 司

要旨 : 多文化先進地 と い わ れ る 英国 ミ ッ ドラ ン ドで は､ 長年 エ ス ニ ッ ク マ イ ノ リ テ ィ の 子供 に

対す る教育 の 先駆的な取り組み が進 め られ て きた｡ 20 0 0 年以 降の 現状を中心 に ､ バ ー ミ ン ガ ム 市

の エ ス ニ ッ ク 別成績格差解消 と補助学校支援､ コ ベ ン トリ ー 市の マ イノ リ テ ィ 教育 サ ポ ー ト機関

と プ ライ マ リ
ー

ス ク
ー

ル
､
ウ ス タ ー 市の プ ライ マ リ ー ス ク

ー ル の 取り 組み を 中心 に取り上 げ 報告

す る と とも に､ マ イノ リ テ ィ 教育施策の 諸課題 に つ い て 述 べ る｡

1 . は じめに

イ ギリ ス に お い て エ ス ニ ッ ク マ イ ノ リ テ ィ
川

( 以下 ｢ マ イ ノ リ テ ィ｣ と記す る) の子供の 教

育の基本理念とな っ て い る の は ｢ 教育 におけるイ コ ー

ル オ ポチ ユ ニ テ ィ ( E q u a l O p p o r t u n i t y ､

又 は E q u ali t y o f O p p o r t u n i t y 機会 の平等)｣ の 考え で ある｡ イ コ ー ル オ ポチ ュ ニ テ ィ は 1 96 8

年労働党政府に よる人種関係法制定の際､ ｢『機会の平等 ( イ コ ー ル ･ オ ポ チ ユ ニ テ ィ) に 基 づ

い た統合に よる多民族社会』 を目指す｣ ( 佐久間､ 1 9 9 8) た め の法律の 理念と して 掲げ られ ､

7 6 年人種関係法に も引き継がれた ｡ その 後､ 移民 ･ 難民等に対する入国条件が厳格化す る
一

方 で ､ 受 け入れた マ イ ノ リ テ ィ
( 2)
に つ い て は教育､ 雇用､ 福祉等諸分野で イ コ ー ル オ ポチ ュ ニ

テ ィ 実現 に 向けた具体的な対策が施され現在に至 っ て い る｡

本稿 で は､ ミ ッ ドラ ン ド地方の 3 都市 ( バ
ー

ミ ンガ ム
､
コ ベ ン トリ ー

､
ウ ス タ ー

) の 教育行

政と初等教育の現場を対象に取り上げる｡ 当地方は､ 移民を 中心 とす る マ イ ノ リ テ ィ の 増加が

イ ギリ ス 国内で もとりわけ顕著で ､ 7 0 年代か ら先進的な多文化対応の 教育を推進 して きた ｡

2 0 0 0 年以降に焦点を絞り
､
英語を母語と しな い 子供た ち の現状を見ると ともに

､ 学校と教育

行政当局が教育で の人種差別に どの よう に向き合い ､ 彼 ら の 英語力向上 と学力格差解消の ため

どの よう に 対応し､ どの ような シ ス テ ム を構築して い るか ､ 様 々 な取り組みを報告する｡

2
.

バ ー ミ ンガム 市の マ イ ノ リテ ィ と子供

バ ー

ミ ン ガ ム は ロ ン ド ン に次ぐ都市で あり ミ ッ ドラ ン ドの 中心地で ある｡ マ イ ノ リ テ ィ人 口

の割合は ロ ン ド ン市内の いく つ か の行政区及び レ スク
ー

市 に次ぎ ､ 国内で もきわめ て 高 い ｡

2 0 0 1 年 セ ン サ ス に よる エ ス ニ ッ ク別数値は表 1 の とおりで あ る｡ マ イ ノ リ テ ィ の 比率は市人

口 の 2 9 ･6 % と 多数を占め､ 19 9 1 年 の 2 1 .5 % か ら 10 年間 で 8 .1 % 増加し て い る｡ パ キ ス タ ン系

が 10 ･6 % と と りわ け多く､ 次 い で イ ン ド系 ､
カ リ ブ系､ バ ン グ ラ デ シ ュ 系 とな っ て い る｡ 白

人人口は郊外都市 へ の転出と少子高齢化で減少する
一

方 ､ 出生率が高く若年層の 多い マ イ ノ リ

テ ィ の人口は増え続け て い る
( 3 )

｡
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【表 1 】2 00 1 年 セ ン サ ス による バ
ー

ミ ン ガム 市の エ ス ニ ッ ク別人口 (上位6 )

エ ス ニ ッ ク別 人数 . 人 割合 . % エ ス ニ ッ ク別 人数 . 人 割合 . %

白 人 6 8 7
,
4 0 6 7 0 .4 バ ン グ ラ デ シ ュ 系 2 0

,
8 3 6 2 . 1

パ キ ス タ ン 系 10 4
,
0 17 1 0 .6 白人/ カ リ ブ系 M i X e d 1 5

,
6 4 4 1 .6

イ ン ド 系 5 5
,
7 4 9 5 .7 そ の 他 4 5

,
6 0 4 4 .7

カ リ ブ 系 4 7
,
8 3 1 4

.9 計 9 7 7
,
0 8 7 1 0 0 .0

( Bi r m in g h a m Cit y C o u n cil の ウ ェ ブ サ イ ト を参考 に作成)

地元生まれ の マ イ ノ リ テ ィ 市民が年 々 増加し､ 同 20 0 1 セ ン サ ス の 統計値に よると､ カ リ ブ

系の 60 .6 %
､

パ キ ス タ ン系の 5 7 . 9 % ､ イ ン ド系の 5 3 . 9 % ､ バ ン グ ラ デ シ ュ 系の 4 8 . 7 % が地元

又 はイギリ ス 国内で生まれた者で ある｡

2 0 0 1 年 の市の 教育部の 数値によると市内の学校 ( プ ラ イ マ リ
ー

､
セ カ ン ダリ ー

､
ナ

ー サ リ ー

､

特殊学校) 4 4 5 校の 児童生徒数 1 62 ,4 2 5 人 の 43 .5 % 7 0 ,5 8 7 人 は マ イ ノ リ テ ィ で あり､ 全国平

均 1 2 .1 % を 大きく上回 っ て い る ｡ マ イ ノ リ テ ィ の 子供の い な い 学校はな い ､
と言 っ て過言で

はな い が
､ 学校 に よ っ て マ イ ノ リ テ ィ の 子供が 1 00 % 近い と こ ろから 2 ､ 3 % と い う と こ ろま で

様 々 で ある｡

英語 の レ ベ ル に 問題が ある子供 へ の 教育上 の 取り組み は､ E A L - E n gli s h a s a n A d d iti o n a l

L a n g u a g e と 呼 ばれる｡ 表 2 は 20 0 4 年末現在の プ ライ マ リ
ー ス ク ー ル ( 全 3 23 校) と セ カ ン

ダリ ー

ス ク ー ル ( 全 78 校) に お ける E A L 教育対象児童生徒を国籍別に上位か ら並 べ たもの

で ある｡

プ ラ イ マ リ ー

､
セ カ ン ドリ ー ともソ マ リ ア か らの 難民 ･ 亡命申請者の 子供が突出して 多い ｡

ま た
､ 他の ヨ

ー ロ ッ パ か ら釆た子供 ( マ イ ノ リ テ ィ を含む) に 加え ､
フ ィ リ ピ ン ､ ナ イ ジ ェ リ

ア
､
ジ ン バ ブ エ

､
ジ ャ マ イ カの よう に旧米 ･ 英領で 英語が公用語の 1 つ で あ っ た国から来た子

供も､ 学習英語として 不十分と判断された場合､ E A L 対象となる｡

【表 2 】 バ ー ミ ン ガ ム市 の E A L 対象児童生徒数 : 国籍別上位 (20 04 年末)

( Bi r m in g h a m E d u c a ti o n S e r vic e E d u c ati o n al E q u ali ti e s U n it の資料 か ら作成)
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3
.

バ ー

ミ ン ガム 市の マ イ ノ リテ ィ 教育

3 - 1 . 市行政にお ける施策の 推進

バ ー

ミ ン ガ ム 市教育部 ( E d u c a ti o n S e r v i c e) で マ イ ノ リ テ ィ の 子供の 教育に 中心 的役割を果

たし て い る の は教育平等課 ( E d u c a ti o n a l E q u a li ti e s U n i t) と エ ス ニ ッ ク マ イ ノ リ テ ィ児童支

援課 ( E t h n i c M i n o ri t ァ P u pil S u p p o r t U n it
- E M P S U ) で あ る ｡

教育平等課は､ 教育現場の 人種差別をなくし､ 教育に お い て マ イ ノ リ テ ィ の社会的共生 を推

進す るため具体的施策を担当する課で ､ 市の 中心 部の市役所本庁舎の 中に ある ｡ E M P S U は教

育部内の バ ー

ミ ン ガ ム ･ ア ドバ イ ザ リ ー & サ ポ ー

トサ
ー ビス (B A S S) に 属す る課で

､ 市の 中

心部か ら南西に約 4 キ ロ 離れ た場所に独立 して 建物がある｡ E M P S U は E A L 教育 に関する ス

キ ル ･ 教材開発
､
教員や管理職研修､ E A L 専門教員の養成 ､ 学校 へ の 専門ス タ ッ フ 派遣

､ 学

校 と マ イ ノ リ テ ィ 家庭と の 連絡係 ( H o u s e - s c h o o I Li ai s o n) の 養成な ど､ マ イ ノ リ テ ィ の 子供

の初等教育に 関す る様 々 な ア ドバ イ ス ･ 支援業務など､ 教育現場の 具体的取り組みに関わる重

要な役割を果た して い る｡

教育平等課 2 00 1 年 の資粁
4)

に よ ると
､ 市内の 4 種類 の学校の 総数員数 は 9

,
3 6 7 人 で

､
そ の

う ち 7 19 人 (7 . 7 % ) が マ イ ノ リ テ ィ 出身で あるが､ 学校 によ っ て は教員の 1 5 % が マ イ ノ リテ ィ

と い う と こ ろもある ｡ ま た ､ 教育部の 事務 ス タ ッ フ ( 教員以外) 1 8
,
3 6 6 人 の う ち 3

,
2 0 1 人

(1 7 ･4 % ) が マ イ ノ リ テ ィ 出身で ある｡ 市職員､ 教員の 人数､ 比率は漸次増加 して おり､ マ イ

ノ リ テ ィ 出身者が積極的に応募し採用され て い る こ とが背景に ある｡ 施策 に よる ポ ジ テ ィ ブ ア

ク シ ョ ン の 一

環 で あり ､ 雇用 におけるイ コ
ー

ル オ ポチ ュ ニ テ ィ の 結果とも言う ことが で きる｡

現実 に
､ 教育平等課 ､

E M P S U を 初めとし て ､ マ イ ノ リ テ ィ 関係担当課に マ イ ノ リ テ ィ の職

員が
一 定数配置され て おり ､

あ る い は直接の政策責任者 にな っ て い るケ ー

ス も見られ
､ 市 の施

策推進の 原動力に な っ て い る｡

バ ー ミ ン ガ ム市 の マ イ ノ リ テ ィ教育施策は多岐にわたるが
､
こ こ で は

､ 特 に エ ス ニ ッ ク間の

子供の 成績格差の把握と取り組み､ 及び そ の具体的対策の l つ と して ､ エ ス ニ ッ ク コ ミ ュ ニ テ ィ

補助学校 へ の 支援に関す る諸施策を述 べ る ｡

3 - 2 .
エ ス ニ ッ ク間 の成績格差の 現状

教育部で は特に 199 8 年 か ら ア フ リカ系とカリブ系､ パ キ ス タ ン系､ バ ン グ ラ デ シ ュ 系の 子

供の低学力 ( U n d e r a c h i e v e m e n t) に つ い て 年 ごと の デ ー タ を収集､ 分析し､ 施策 の重要な資

料とし て い る｡ 教育 で の 具体的施策は教育開発計画 ( E D P) と名 づ けられ ､ 市の エ ス ニ ッ ク

間成績格差縮小の ため の 取り組み の骨格とな っ て い る｡ ま ず ､ 近年 の報告香
(5)
の 数値か ら､ エ

ス ニ ッ ク別学力の現状と問題 に つ い て概要を見る｡ 表 3 - 1 は 20 0 1 年 に おける各テ ス トの エ ス

ニ ッ ク別ジ ェ ン ダ
ー

別成績 ( レ ベ ル達成率 : % ) で あ る｡ 表 3 - 2 は バ
ー

ミ ン ガ ム地方教育局

( L E A) 管内の 学校の平均値をゼ ロ と した場合の格差の 数値
､ 表 3 1 3 は 1 9 9 8 年 ( K S 3 は 1 9 9 9

年) と比較した成績の 変化の 数値で ある ｡ い ず れも表中 K S は キ
ー

ス テ
- ジ(

6)

の 略､ G C S E

は 中等教育修了試験
( 7)

を表す ｡
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【表3
- 1 】 バ

ー ミ ン ガム L E A 管内の エ ス ニ ッ ク別ジ ェ ンダ
ー

別成績達成率 (単位% : 2001 年)

調 査 別

ア フ リ カ系

/ カ リ ブ系

男子 女子

バ ン グ ラデ

シ ュ 系

男子 女子

パ キスタ ン系

男子 女子

イ ン ド系

男子 女子

白 人

男子 女子

L E A

平均

K S 1 修了時 英語 レ ベ ル 2 以上 7 6 86 6 8 7 5 6 6 7 6 8 3 9 1 8 0 8 9 8 1

数学 レ ベ ル 2 以上 8 4 8 9 8 2 8 4 7 8 8 1 9 0 9 3 8 9 9 2 8 8

K S 2 修了時 英語 レ ベ ル 4 以上 6 3 7 9 6 4 7 1 6 0 7 0 7 5 84 6 7 7 7 7 1

数学 レ ベ ル 4 以上 6 0 65 5 9 6 1 6 4 6 0 7 9 7 5 6 9 6 8 6 7

K S 3 修了時 英語 レ ベ ル 5 以上 4 1 6 2 48 6 5 4 0 6 0 6 3 8 1 5 2 6 8 5 7

数学 レ ベ ル 5 以上 4 1 4 8 5 2 4 9 4 6 4 3 7 1 6 8 5 9 6 3 5 6

G C S E 試験 5 以 上/ A - C g r a d e 1 7 3 4 2 7 5 0 3 1 4 2 4 9 6 5 3 9 5 0 4 1

5 以 上/ A - G g r a d e 7 5 9 0 88 9 3 8 8 9 2 9 1 9 7 8 5 8 9 8 7

【表 3 - 2 】 表 3
-

1 の 成績達成率と L E A 平均値の差 (2 00 1 年) ●は マ イナ ス を表す

調 査 別

ア フ リ カ系

/ カ リ ブ系

男子 女子

バ ン グ ラ デ

シ ュ 系

男子 女子

パ キスタ ン系

男子 女子

イ ン ド系

男子 女子

白 人

男子 女子

L E A

平均

K S l 修了時 英語 レベ ル 2 以上 ● 5 + 5 ●1 3 ● 6 ●15 ● 5 + 2 + 1 0 ● 1 + 8 0

数学 レ ベ ル 2 以上 ● 4 + 1 ● 6 ● 4 ●1 0 ● 7 + 2 + 5 + 1 + 4 0

K S 2 修了 時 英語 レ ベ ル 4 以 上 ● 8 + 8 ● 7 0 ●1 1 ● 1 + 4 + 13 ● 4 + 6 0

数学 レ ベ ル 4 以上 ● 7 ● 2 ●1 8 ● 6 ● 3 ● 7 + 1 2 + 8 + 2 + 1 0

K S 3 修了 時 英語 レベ ル 5 以上 ●16 + 5 ● 9 + 8 ●1 7 + 3 + 6 + 2 3 ● 5 + l l 0

数 学 レ ベ ル 5 以上 ●15 ● 8 ● 4 ●1 7 ●1 0 ●1 3 + 1 5 + 12 + 3 + 7 0

G C S E 試験 5 以上/ A- C g r a d e ●2 4 ● 7 ●1 4 + 9 ●1 0 + 1 + 8 十2 4 ● 2 + 9 0

5 以上/ A - G g r a d e ● 8 + 3 + 1 + 6 + 1 + 5 + 4 + 10 ● 2 十 2 0

【表3
- 3】表3 - 1 の成績達成率を1998 年(KS3 は1999 年) と比較した数値の変化(2001 年) ●はマイナスを表す

調 査 別

ア フ リ カ系

/ カ リ ブ系

男子 女子

バ ン グ ラデ

シ ュ 系

男子 女子

パ キスタ ン系

男子 女子

イ ン ド系

男子 女子

白 人

男子 女子

L E A

平均

K S 1 修 了時 英語 レ ベ ル 2 以上 ● 2 ● l + 12 + 4 + 4 + 5 + 4 + 4 + 2 + 3 + 3

数学 レ ベ ル 2 以上 + 4 + 7 + 17 十1 0 + 1 0 + 12 + 1 0 十 7 + 5 + 7 + 8

K S 2 修 了時 英語 レ ベ ル 4 以上 + 1 7 + 1 4 + 16 + 1 2 + 1 6 + 16 + 13 + l l + l l + 5 + 1 2

数学 レ ベ ル 4 以上 + 1 8 + 2 1 + 13 + 2 4 + 19 + 2 3 + 1 0 十1 5 + 1 0 + l l + 1 4

K S 3 修 了時 英語 レ ベ ル 5 以上 + 1 + 1 + 4 ● 1 + 3 + 10 + 2 + 5 + 1 ● 1 0

数学 レ ベ ル 5 以上 十 6 + 7 + 1 6 + l l + l l + 13 十 1 1 + 9 + 6 + 9 + 6

G C S E 試験 5 以上/ A - C g r a d e + 4 十 6 ● 1 + 1 4 + 10 十 1 1 + 9 + 1 5 + 5 + 6 + 5

5 以上/ A - G g r a d e + 3 十 3 + 13 + 8 + 16 + 12 + 6 十 2 + 4 + 1 十 4

( 表 3- 1 ､ 3
-2
､
3 - 3 は いず れも Bir m i n gh a m Cit y C o u n cil

"

R e p o rt oft h e L e a d S u p p o rt O ffi c e r
' '

(2 00 2) を基に 作成)

バ ー ミ ン ガ ム の エ ス ニ ッ ク別学力の 傾向は ､ そ れぞれ の エ ス ニ ッ ク の子供の 特徴と問題点を

極めて 端的に表して おり､
一

地方 の課題に とどま らずイギリ ス全体の課題と して 捉える ことが

できる ｡ そ う した重要性を考慮し､ 同報告書か らそれぞれ の 傾向を表 4 に 要約して 記述する ｡

エ ス ニ ッ ク ごと の特徴及び問題点とともに ､ バ
ー ミ ン ガ ム市 の計画的な取り組みが功を奏して

い る こ とが見て 取れる｡
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【表 4 】 バ
ー ミ ン ガ ム L E A 管内の エ ス ニ ッ ク別成績 (2 00 1 年) につ い て の 分析

市 の E D P 等 に基 づ く施策 と多 く の 学校 で の 取 り組み の 結 果､ 管内全体 の 成績 は向上 し､ エ ス

ニ ッ ク別格差が全般的 に縮小 して い る｡
一 方 で ､ 重大 で 見逃せ な い 格差 が 依然 と して エ ス ニ ッ ク グ ル ー プ 間に 残 っ て い る｡ 特 に男子 の

場合 に 顕著で あ る｡

成
･ 平均的 に女子 は各 ス テ ー ジ にお い て 男子 より成績が良い ｡ 特に 英語で 顕著で あ る｡
･ 全て の ス テ ー

ジ にお い て ､
パ キ ス タ ン 系 と バ ン グ ラデ シ ュ 系は 白人 とイ ン ド系よ り成績 が低 い ｡

そ の 差 は K S l で 最も大きく､ ス テ ー ジが 上 が る に つ れ て追 い つ い て い く こ と が わ か る｡
･ 対照 的に､ ア フ リ カ系 と カ リ ブ系 は早 い 段階で は 平均以上 に成績 が良 い が ､ そ の 後低く なり､

G C S E テ ス トで 男子 は特 に低 い ｡
･ キ

ー

ス テ
ー

ジが 上 が る に つ れ て 成績格差 が縮 ま っ て い く グ ル ー プ も あ る｡ 例え ば ､ パ キ ス タ ン

系､ 及 び バ ン グ ラ デ シ ュ 系女子 に お い て は ､ 全て の キ
ー ス テ

ー ジ を通 して L E A 平均 ( 以下

｢ 平均｣ と記 す る) よ り速く成績が向上 して い る｡ 一 方 で ､ ア フ リ カ系 カ リ ブ系の 子供 の K S 3

と G C S E
､
及 び バ ン グ ラ デ シ ュ 系男子の 全 ス テ

ー

ジ に つ い て は成績上昇 の 割合が ス ロ
ー

で あ る｡

過去土室旦 し1 9 9 8
:2 0 0 1 )
_
の 変化 ＼こ衰 3 1 l ､ 3 - 2 ､ 3- 3 参照L

･ ア フ リカ 系カ リ ブ系男子 と女子は K S 2 の 英語 と数学 に お い て平均 より速く成績 が向上 して い る

が
､
K S 3 と G C S E で成績 の 向上 は 平均 と あ ま り変 わ ら なか っ た. そ の 結果､ 男子 に お い て は

( も とも とあ っ た) 顕著 な 格差 が依然残 っ た
一

方 で ､ 女子 で は格差 が縮 ま っ た｡
･ バ ン グ ラ デ シ ュ 系男子 は K S l の 英語 と数学､ K S 2 の 英語､ K S 3 の 数 学 に お い て 平 均 より速く

成績 が向上 して い る｡ G C S E 5 A - C で の 成績の 向上 は平均以下で顕著な格差が残 っ た ｡ しか し､

G C S E 5 A - G の 成績 の 向上 は平均 より極 めて 高く格差 は縮 ま っ た｡
･ バ ン グラ デ シ ュ 系女子 は K S l の 英語 と数学 にお い て 平均 よ り速く成績が 向上 し､ K S 2 の 数学 ､

K S3 の 英語 と数学 では 平均 より極 めて 高か っ た ｡ G C S E に お い て も成績 は向上 し平均を上回 っ て

い る ｡

･ パ キ ス タ ン 系男子 と女子 は全 ての ス テ ー ジに お い て 平均よ り速く成績が向上 して い る｡ その 結果､

男子 では格差 が ( まだ顕著で は あ るが) 締 まり､ 女子で は G C S E の 成績が 平均を上 回 っ て い る ｡
･ 白人 の 男子 と女子 は全て の キ ー ス テ

ー

ジを通 じて 平均 に近い ｡ こ れ は ､ 女子 の 成績 は平均以上 で

あり
､ 男子は 平均以下で あ る状況 が続 い て い る こ と を意味す る｡ K S 2 と 3 の 英語 に おい て特 に そ

れが表 れて い る｡
･ イ ン ド系男子 と女子の 成績 は各キ

ー

ス テ
ー

ジにお い て平 均より上 と い う状態が続 い て い る｡

( B ir m i n g h a m C it y C o u n cil
"

R e p o rt o f t h e L e a d S u p p o r t O ffi c e r
''

( 2 00 2) を基 に作成)

3 - 3
. 成績格差解消 へ の取り組み

市で は子供の成績向上 の ため に各学校や施設と連絡を密に し観察や ア ドバ イ スを行えるが ､

直接 に 関わる の は学校で ある｡ 市 の担当課の 役割は､ 学校 に全体的な戦略的枠組みを提示 し具

体的な行動を促す こ と で ある｡ 各学校は毎年､ エ ス ニ ッ ク と ジ ェ ン ダ
ー

別 に分析された成績､

L E A と し て の エ ス ニ ッ ク別目標デ ー タ ､ 目標設定の ため の 資料な どを受け取り､ 格差解消の

ため の目標を定める｡

市の 教育発展計画に お い て ､ 全体成績の向上ととも に､ 低学力が顕著に出て いる マ イ ノ リ テ ィ

グ ル ー プ と平均値との成績格差を 1 年 に 5 % ず つ 減らす ､ とい う目標が設定され ､
そ れを達成

す るため の諸施策が講じられる｡ 2 0 0 1 年ま で の成果と分析を踏まえ ､
2 0 0 2 年か ら新たな教育

発展計画が始ま っ て い る ｡ 計画の 中 に は､ 学校 へ の成績向上の ため の支援､ ア ドバ イ ス ､ 情報

提供な ど に加え ､ 人種差別との 戦い やイ コ
ー ル オ ポチ ュ ニ テ ィ の推進の ため の行動計画､ マ イ

ノ リ テ ィ の 学校スタ ッ フ を エ ス ニ ッ ク の 比率に応 じて増員する計画な どが含まれる｡

M E R I T T ( T h e M i n o ri t ァ E t h n i c R e c r u it m e n t i n t o T e a c h e r T r ai n i n g S c h e m e) に つ い て 記

述して おきた い ｡ M E R I T T は市 の教育発展計画の
一

環 で あり､ マ イ ノ リ テ ィ 出身者を学校の
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マ イ ノ リ テ ィ サ ポ ー ト専門教員に育て るため の ス キ
ー ム で あ る｡ 毎年新た に 1 0 名前後の マ イ

ノ リ テ ィ の 若者が こ の ス キ
ー ム に よ る特別な訓練を受ける｡ 彼 らは 1 年目バ イ リ ンガ ルイ ン ス

ト ラ クク ー と して 雇用され ､
2 年目 に専門家とし て の訓練を受けなが ら学校で 働く｡ 修了者は

200 4 年度末累計で 10 0 名を超え､ 約 90 % が バ
ー

ミ ン ガ ム市内の 公立学校に教員と して 雇用さ

れ て い る｡ 対象となる若者は全て バ イリ ンガ ル の能力を持ち､ 学校 の カリキ ュ ラ ム全体を マ イ

ノ リ テ ィ 児童が受け入れやす い状態に変える役割を果たし て い る｡ ま た学校と マ イ ノ リ テ ィ の

親と の 意思疎通をス ム
ー ズ に し

､ 特 に宿題に親が関わると い う面で大きな効果を挙げて い る｡

市の マ イ ノ リ テ ィ 教育政策の基礎にな っ て い る主なもの は､
` バ ー

ミ ン ガ ム市イ コ
ー ル オ ポ

チ ュ ニ テ ィ ポ リ シ
ー
' `

教育部イ コ
ー

ル オ ポチ ュ ニ テ ィ 宣言
' `

多様性尊重ポリ シ
ー
'

な ど と呼ば

れる方針で ある｡ こ の 他 に も マ イ ノ リ テ ィ の大人を含む平等 ( E q u aliti e s) を骨格 に した多く

の 施策と連携して い る｡ 教育部内で の 人種平等の施策は ､

`

教育部戦略
' `

学校 に おける機会の

平等基準
=

教育平等課業務計画
=

学校に お ける人種差別事件報告 ･ 記録 ･ 観察ガイ ドライ ン
'

`

全人教育フ レ
ー ム ワ ー ク

'

な どが指針となる ｡ ま た ､
カ リ ブ系や ア ジ ア系 の 諸団体､ 各 エ ス

ニ ッ ク補助学校､ 人種平等活動団体等と日常的に密接な連携を保 っ て い る｡

マ イ ノ リ テ ィ児童の教育の ため の具体的な財源とし て は､ 政府 の マ イ ノ リ テ ィ教育施策に基

づ くE M A G ( E t h n i c M i n o rit ァ A c h i e v e m e n t G r a n t) に よる もの が中心 とな っ て い て ､ バ
ー

ミ

ン ガ ム 市に お い て は主 に E M P S U で 執行して い る ｡ E M A G の 予算は労働党政権下で 年 々 増額

され て おり､ 市 や地方教育局を通じ地域の学校や関係専門機関に配分され ､ 教材費や人件費と

なり､ マ イ ノ リ テ ィ教育 レベ ル の 向上 の ため に役立 っ て い る｡ こ の 他､ 市で は特 に マ イ ノ リ テ ィ

の 子供の低学力問題の ため､ 独自の エ ス ニ ッ ク別､ 目的別施策と予算措置を講じて いる ｡

行政 の努力に よる社会的経済的不平等の改善が ､ 教育上 の不平等の 改善 ( - 成績格差の解消)

に プ ラ ス の影響を与える ことば言うま で もな い ｡ 例 えば､ マ イ ノ リ テ ィ の 子供が学校で 十分な

サポ ー トを受けたとし て も､ 家庭 で親が英語を十分話せ なけれ ば､ 子供の 英語力と学力に影響

が出て くる可能性が高い ｡ 学校教育だけ で なく､ 生涯学習の 中で 大人の 英語学習の 機会も必要

に なり
､ 内容を充実し参加と継続を促す ため に は エ ス ニ ッ ク コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 財政的支援が欠

かせな い も の となる｡ マ イ ノ リ テ ィ の大人の社会参画は学校教育 へ の 理解と協力を生み ､
そ の

意見は教育計画に組み入れられ､ 子供 の成績格差の 解消に つ なが っ て い く｡ こ の よう に ､ 教育

施策推進に 当た っ て は教育の範囲だけ で なく､ 社会的､ 制度的要因も精査し解決策を組み立 て

なければな らな い ため ､ 市全体の
`

機会の 平等
'

施策､ 人種差別対応策は教育行政と密接に 関

わり相互 に重要視され て い る｡

3 - 4
.

エ ス ニ ッ クグル
ー プの 補助学校と支援策

こ こ で
､ 教育平等課の 資料を基に ､ バ

ー

ミ ンガ ム 市内の エ ス ニ ッ ク コ ミ ュ ニ テ ィ を背景に し

た補助学校 (S u p p l e m e n t a r y S c h o o l) に つ い て記述す る｡
バ ー

ミ ン ガ ム の 補助学校の 歴史は

古く､ 18 6 0 年 に最初の 学校が設立 され て い る｡ 繁華街に位置する市役所を中心 に して 2 キ ロ

メ
ー

トル と 4 キ ロ メ
ー トル の 同心 円を措くと､ そ の 2 つ の 円の 間に ほ とん どの 補助学校が ある｡

2 0 0 3 年度時点で市が把握 して い る の は 10 9 校 あり､ エ ス ニ ッ ク別数値は表 3 の よう にな っ て

い る｡ 特 に 集中して い る区 ( w a r d)
し8)
は 各 エ ス ニ ッ ク の地域別住み分けと深く関係して い る ｡
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藤本久司 エ ス ニ ッ ク マ イノ リ テ ィ の 子供 と イ コ ー ル オ ポ チ ュ ニ テ ィ ー英国 ミ ッ ドラ ン ドの 教育現場

【表 5 】 バ ー ミ ン ガ ム市 の エ ス ニ ッ ク別補助学校 (20 03 年度)

エ ス ニ ッ ク別 補助学校数 特 に 集中して い る区

パ キ ス タ ン 系 3 0 S p a r k b r o o k , N e c h ell s , H a n d s w o rt h

イ ン ド 系 2 3 S a Ⅰ1d w e11
,
S o h o

,
S p a 止 hi11

バ ン グ ラ デ シ ュ 系 2 0 W a s h w o o d
,
S m a ll H e a t h

,
S p a rk b r o o k

ア フ リ カ 系 と カ リ ブ 系 1 2 A st o n
,
S p a r k b r o o k , S o h o

そ の 他 の 補 助 学 校 2 2 S p a rk b r o o k , S o h o , H a n d s w o r t h

( B ir m i n g h a m Ed u c a tio n S e r vi c e Ed u c ati o n E q u alitie s の 資料 ､ 及び同 S u p pl e m e n t a ry S ch o ol s の ウェ ブサ イ トを基に作成)

パ キ ス タ ン系は大半が校名に ｢ イ ス ラ ム｣ ｢ ム ス リ ム｣ と い う言葉 を用 い て おり (例 :

Bi r m i n g h a m I sl a m i c M i s si o n , M u sli m W e lf a r e As s o c i a ti o n ) ､ モ ス ク と併設され て い る もの が

多い ｡ 補助学校の 科目はい ずれも各校で 複数あるが ､
3 0 校の 内 2 5 校 で ウ ル ド ゥ 一 語､ 2 1 校で

ア ラ ビ ア語､ 1 7 校 で英語､ 9 校で イ ス ラ ム 教が授業科目と して 取り入れられ て い る｡

バ ー

ミ ン ガ ム の イ ン ド系はカ シ ミ
ー

ル 地方出身者が多(
( 9)

､
イ ギ リ ス で も有数の イ ン ド人街

を形成 して い る｡ 補助学校は市の南東部と北西部に集中し､ イ ン ド系 の宗教の 多様性を反映し､

シ ク教 の 名称の も の ( 例 : si k h C o m m u n i t y & Y o u t h S e r v i c e) ､ ヒ ン ド ゥ
ー

教 の もの ( 例 :

S h r e e H i n d u C o m m u n it y C e n t r e) ､ イ ス ラ ム教 の もの ( 例 : K o h n i M u sli m As s o c i a ti o n) な ど

が混在｡ 各宗教の 教会と深い関わりを持 つ もの が多い ｡ ま た､ 各民族別の言語 ( パ ン ジ ャ ブ語､

グ ジ ャ ラ
ー ト語 ､

ウ ル ド ゥ
一

語 ､ ヒ ン ズ
ー

語) と文化が授業科目の 中心 で ある｡

バ ン グ ラ デ シ ュ 系は文化､ 宗教 の講義とともに学力補充の授業が重視され て い る｡ 宗教科目

と して は Isl a m i c E d u c a ti o n C e n t r e で コ ー ラ ン の授業があるが､ 2 0 校 の 内1 7 校で ベ ンガ ル 語､

4 校 で ウ ル ド ゥ
一

語 の授業が あり､ 各言語と宗教 ( イ ス ラ ム教) ､ 文化が教え られ る｡ ま た ､
l l

校 で科目とし て英語の授業がある｡

ア フ リ カ系と カリブ系はキリ ス ト教会が 関わる もの が約半数で ある (例 : A st o n C h ri s ti a n

c e n t r e) ｡ 黒 人の 子供の学力補充を主目的とし､ 英語 ､ 数学､ 科学､ 歴史な どの科目が開講さ

れ て い る｡

そ の他 で は､ 中華街に隣接する S p a rk b r o o k 地 区に 中国系補助学校が 4 校ある他､ イ ラ ン系､

イ ラ ク系､ ト ル コ 系､ 韓国系､ ア イ ル ラ ン ド系､ ポ
ー

ラ ン ド系､ ヴ ェ ト ナ ム系等の 補助学校が

ある｡ ま た､ 地域 の マ イ ノ リ テ ィ 全体を対象に して い る もの も含まれ る｡ い ず れもイ ン ド亜大

陸系の もの に比 べ れ ば数は少な いが ､ 中国系､ ア イ ル ラ ン ド系､ ト ル コ 系な どの 補助学校は比

較的長い歴史を持 っ て い る ｡

市内 A s t o n , H a n d s w o r th , N e c h ell s , S m all H e a th , S o h o , S p a r k b r o o k , S p a e a k h il の 各地区で

は非白人人口が白人人口を上回 っ て おり､ 補助学校の 設置環境と深く関わ っ て い る｡ 開講時間

は平日の 夕方と土 日 の い ず れか の と ころもあれば ､ 両方開講して い る と こ ろもある ｡ 2 0 0 3 /

2 0 0 4 年度 の通学者合計は 294 人｡ 年齢は概ね 4 歳か ら 1 6 歳を対象とす るが ､ 成人や高齢者が

通 っ て い ると こ ろも数校ある｡ 全体 の 約 7 割は エ ス ニ ッ ク コ ミ ュ ニ テ ィ が関与 した補助学校で

あり､ ほ とん どが エ ス ニ ッ ク の文化団体や宗教団体に よるもの で ある｡ 宗教教育は行われるが ､

そ れ だけと い うと こ ろはな い ｡ 母語､ 母文化､ 計算や読み書き の学習に も重点が置かれ､ 歴史､

科学などを教えると ころもある｡ 残り 3 割は公立学校を母体に して作られたもの ､
教育セ ン タ

ー

の 中に 立 て られたも の な どで ある｡ こ れ ら に は宗教的なもの はなく､ 主 に そ の地域に集住す る
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マ イ ノ リテ ィ の 母語
､
母文化の 学習､ 学校の 授業の補習な どを行 っ て い るもの が多い ｡ 教師に

なる大人は基本的にボ ラ ン テ ィ ア メ ン バ
ー

で あ り ､ 宗教者､ 現職 の マ イ ノ リ テ ィ 出身教師､
一

般市民な ど様 々 で ある｡

補助学校の 主な目標は以下の 3 つ で あ る｡

･ 地域的な運営団体が整備され､ 学校 の 時間以外に も マ イ ノ リ テ ィ の子供の ため に教育の

機会を充実させる

･ コ ミ ュ ニ テ ィ 言語 の 重要性とともに ､ 母語と学習成績との 関係を認識す る

･ 母文化 へ の 学習や自覚を深め､ そ れ が学習成績に直結す るよう支援す る

市が補助学校支援の理念の基本と捉えて い る の は､ 読 み書きや計算能力とともに白文化の認

識強化に 焦点を置い たカリキ ュ ラ ム ､ 親 と ス タ ッ フ に よる価値の共有､ 親 の参画の重要性､ 自

立と自助の気風､ そ して マ イ ノ リ テ ィ の大人の ボ ラ ン テ ィ ア が積極的に子供た ちと の活動を行 っ

て くれる こと､ な どで ある｡

市 で は補助学校発展計画が作成され､ 管内の補助学校全て に対し て財政的支援が続けられ て

い る｡ ま た､ 子供 の学習の観察､ 教材 の配布､ 補助学校教員の ト レ
ー

ニ ン グ
､
運営や教え方に

つ い て の専門的ア ド バ イ ス な どを進めるプ ロ グラ ム が動い て い る｡
一

方 ､ 補助学校の ク ラ ス と

は別に宿題の ア ド バ イ ス ､ サ ポ
ー ト中心 の ク ラ ブ の運営ノ ウ - ウ の提供も教育部の 業務として

行う ｡ 2 0 0 3 / 2 0 0 4 年度 の 市教育部に よる補助学校助成金は合計 19 1 , 9 1 0 ポ ン ド､
一

校 当たり

の 金額は 1 ,2 5 0 - 3
,
0 0 0 ポ ン ドの 範囲で ある｡ こ の助成金は授業料､ 設備費､ 教材費､ 賃借料

な どをカ バ
ー して お り､ 家庭 の負担は いず れも極めて少額で ある｡

補助学校教員ト レ
ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム の例を 20 0 2 / 2 0 0 3 年度資料で 見ると､ 概要は以下の

通りで ある ｡ ト レ
ー

ニ ン グの ため の 授業は 1 0 月 か ら 5 月ま で ､ 平 日 の 夕方 6 時から 8 時半､

又 は土日曜日 の午後 1 時半から 4 時半 に市内の施設に お い て 開講され る｡ 希望者は基本的に無

料で ある｡ 講義内容は､ 教室運営ス キ ル ､ 教育 セ キ ュ リ テ ィ ､
ア セ ス メ ン ト ス キ ル

､ 成績優秀

者育成戦略､ 児童と親の連携､ 自尊心 と自信の構築､ 公立学校との 連携､ カ リキ ュ ラ ム 理解な

どで ､ 申し込み の とき希望の講義を選択で きる｡ こ う した ト レ
ー

ニ ン グ に よ っ て ボ ラ ン テ ィ ア

教員の能力を引き上 げ､ 市内の全補助学校の水準の 向上を図 っ て い る｡

前述 の よう に補助学校の立地は､ 区な どを単位として 地域の エ ス ニ ッ ク コ ミ ュ ニ テ ィ と深く

関わ っ て い る の で ､ コ ミ ュ ニ テ ィ に位置す る公立学校の 中に は補助学校と学習上の 連携計画を

立 て推進し て い ると こ ろも多い ｡ 当然なが ら､ こ の こ とは マ イ ノ リ テ ィ の 子供の 読み書き能力

と計算能力の 両面に お ける成績向上 に 大き な影響を与え ､
3 - 2 で み たような結果を生み出す

とともに ､ 管内全体の 子供の学力平均値を押し上 げて い る ｡ ま た ､
2 0 0 0 年 4 月 ､

バ ー ミ ン ガ

ム で は教育平等課の主導で補助学校フ ォ
ー

ラ ム と い う名の ネ ッ ト ワ ー ク が作られ
､
エ ス ニ ッ ク

に関わ らず ､ 補助学校間､ 補助学校と市当局間､ 補助学校と公立学校間の 連携を密に し､ 子供

の成績向上の ため情報の 共有を図 っ て い る｡

4
.

コ ベ ン トリ
ー 市の マ イ ノ リテ ィ と子供

コ ベ ン トリ ー

市 は バ
ー

ミ ン ガ ム の東北東約 30 キ ロ に あ る ｡ 第 二次大戦で 市内の ほ とん どが

壊滅状態にな っ た ため ､ 終戦直後か ら復興の ため植民地や他の ヨ
ー ロ ッ パ 諸国から白人

､ 非白

人を問わず多くの 労働者が市で 就労し､ や が て 定住した｡
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20 0 1 年 セ ン サ ス に よる コ ベ ン トリ
ー

市の 人 口 は 3 00 ,8 4 8 人｡ う ち マ イ ノ リ テ ィ は 4 8 ,2 0 5 人 ､

市人 口 の 1 6 .0 % で ､ 比率は全国平均 7 . 9 % の 倍以上 で ある ｡ マ イ ノ リ テ ィ 住民は人口順に イ ン

ド系､ パ キ ス タ ン系､ カ リ ブ系､ 白人/ カ リ ブ系の M i x e d ､ 中国系とな っ て い る ｡ とりわけ

イ ン ド系の 比率 8 .0 % は他 の エ ス ニ ッ ク に比 べ 突出し て お り､ 全国平均 1 .8 % よ り はるか に高

く､ バ ー ミ ン ガ ム市 とはま た異な っ た特色を持 っ て い る ( 表 6 参照) ｡ 現在 マ イ ノ リ テ ィ市民

の 中でも､ 海外 に ル
ー

ツ を持ちなが ら本人はイ ギリ ス ( 又 は E U 域内) 生まれ の 移民 2 世 - 4

世の 割合が増加して い る｡

【表 6 】2 00 1 年 セ ン サ ス による コ ベ ン トリ ー 市 の エ ス ニ ッ ク別人口 (上位 6 )

エ ス ニ ッ ク 別 人数 . 人 割合 . % エ ス ニ ッ ク別 人数 . 人 割合 . %

白 人 2 5 2
,
6 43 8 4 .0 白人/ カ リ ブ系 M i X e d 2

,
4 5 3 0 .8

パ キ ス タ ン 系 2 4
,
1 77 8 .0 中 国 系 2

,
18 3 0 .7

イ ン ド 系 6
,
16 9 2 . 1 そ の 他 9

,
9 0 9 3 .3

カ リ ブ 系 3
,
3 14 1 . 1 計 3 0 0

,
8 4 8 1 0 0 .0

( C o v e n t r y Cit y C o u n cil の ウ ェ ブ サ イ ト を参考 に作成)

コ ベ ン トリ ー

市の マ イ ノ リ テ ィ の 子供は 2 00 2 年 1 月 の統計数値で ､
プ ラ イ マ リ ー

ス ク ー ル

児童総数 26 ,1 6 1 人の 21 .6 % 5 ,6 5 3 人 ､ セ カ ン ダリ
ー

ス ク ー

ル 生 徒総数 21 ,2 4 0 人の 2 0 .6 % 4
,
3 7 5

人在籍し て い て ､ 数値は そ の後漸次増加を続けて い ると見られ る｡ マ イ ノ リテ ィ の 子供は大き

く 2 つ の グ ル ー プ に分けられ る｡

第
一

の グ ル ー プ は イ ギリ ス に生まれ たか又 は育 っ た が母語が英語で な い 子供で ､ 全市 で

90 0 0 人前後｡ 70
- 8 0 % が イ ン ド､ パ キ ス タ ン､ バ ン グ ラデ シ ュ 出身者の 子供 ( 2 , 3 , 4 世) ｡ 英

語の 基本能力には問題が少なく授業には差し支えな いが ､ 家庭 で の言語が英語以外 ( ウ ル ド ゥ
一

語､ パ ン ジ ャ ブ語､ ヒ ン ド ゥ
.

一

語な ど) で あ る場合が多く､ 高度な英語会話力の 欠如や母語干

渉の 問題が ある｡ 彼 らの ほとん どはイギリ ス人として 将来もイギリ ス に暮らす こ と になるため

正確な英語の能力が要求され る｡ 出身別の 学力差の 問題も大きい ｡

第 二 の グ ル
ー プ は新 しくイ ギリ ス に や っ て きた子供｡ 新着児童 ( N e w l y a r ri v e d p u p il s) と

呼ばれ る｡ 2 0 0 3 ､ 2 0 0 4 年 は年 に約 90 0 人前後で ､ 9 8 ､ 9 9 ､ 2 0 0 0 年 が年間約 5 00 人 で あ っ た こ

とを考える とか なり増加して い る ｡ 出身地も世界各国と言 っ て 過言で はな い ｡ 例 え ば､ 2 0 0 4

年 9 - 1 2 月秋季の コ ベ ン トリ
ー

市の 記録を見る と､ こ の わ ずか 4 ヵ 月間に 市の プ ライ マ リ
ー

ス

ク ー ル と セ カ ン ダリ ー ス ク
ー

ル に編入した新着児童は 3 38 人､ 実 に 58 言語 に及ん で い る｡ 言

語別に見ると､ 多い 順 に ソ マ リ ア語 38 人､ ア ラ ビア 語 3 5 人 ､
ウ ル ド ゥ

一

語 35 人､ フ ラ ン ス

語 28 人 で ､ 上位 4 言語 で全体の 4 割を占める｡ な お ､ こ の グ ル
ー プ の 中 に は マ イ ノ リ テ ィ だ

けで なく他の ヨ
ー ロ ッ パ 諸国か ら来る白人の 子供も若干含まれ て い て ､ イ ギ リ ス で の統計上の

｢ エ ス ニ ッ ク マ イ ノ リ テ ィ｣ 児童とは異なるが､ 教育現場に と っ て は非英語圏の マ イ ノ リ テ ィ

児童 と全く同様の 対応をする こと に なる｡

第 二 の グル
ー プの 子供たちは大きく 3 つ の タ イプ で構成される｡ そ の 1 は､ す で に イギリ ス

人とな っ た マ イ ノ リ テ ィ の 関係者の 資格で 来るイ ン ド､ パ キ ス タ ン､ ア フ リ カ､ カ リ ブ､ 中国

系な どの 家族の 子供たち､ そ の 2 は ､ ビ ジネ ス の転勤や大学の教員
･

学生とし て来る家族の子

供たち ､ そ して ､ そ の 3 は難民､ 亡命者の家族の子供たち で ある｡ 特 に近年､ 難民､ 亡命者の
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子供た ちが急増し続けて おり､ ソ マ リ ア ､ イ ラ ク､ ア フ ガ ニ ス タ ン､ ジ ン バ ブ エ ､

パ レ ス チ ナ ､

コ ン ゴ
､
ウ ガ ン ダな ど世界の紛争地か らや っ て くる｡ 2 0 0 3 年 ､ 2 0 0 4 年 と際立 っ て 多 い の が ソ

マ リ ア
､
イ ラ ク か らの 難民､ 亡命者の 子供で ある｡ ま た最近は ､

一

旦 家族と共に ヨ
ー ロ ッ パ の

他の 国に逃れ､ ある い は親が ヨ
ー ロ ッ パ の 他の 国に逃れ て か ら生 まれ､ そ の国の 言葉 (例えば､

フ ラ ン ス語や ス ウ ェ
ー デ ン語) を話せるよう に な っ て か らイギリ ス に や っ て くる子供な ど､ 複

雑なケ
ー

ス も増え て い る ｡

こ の グル ー プの 子供た ちの 大部分は英語が話せな い か不十分で ､ そ の ままク ラ ス に入 っ て も

独力で 授業を受け理解で きる状況で はな い ｡ 難民､ 亡命者の子供たちは定着する可能性が高い

が
､ もともと望ん で イギリ ス に釆たわ けで はな い こ とから､ 英語を覚え学習すると い う モ チ ベ

ー

シ ョ ン が不足して い るケ ー ス が多い上 に ､ ほ と ん どが家庭内の 問題 (貧困､ 片親な ど) を かか

え て い る｡
一

方 ､ 企業や大学関係の子供たちは家庭環境に恵まれ英語習得に も意欲的な子が多

い が ､ 市 の ス タ ッ フ が
"

T h r o u g h G r o u p
' '

( 通過 グル
ー プ) と呼ぶ よう に ､ 早く て 6 ヵ 月､ 長

くて も 3 年 で 帰国するか別の 国に移 っ て い く者が大半で ある｡

5 .
コ ベ ン トリ ー ･

マ イ ノ リテ ィ グル
ー プ ･ サポ ー トサ

ー ビス ( M G S S)

5 - 1
. 組織 の概要

コ ベ ン トリ ー

市教育図書部の 1 組織 で ､ マ イ ノ リ テ ィ の子供を受け入れる学校の ため に教育

メ ソ ッ ド､ ス キ ル ､ 教材な どの面 で様 々 なサポ
ー トと情報提供を行う｡ 市 の西部地区に独立 し

た建物 を持 つ ｡ 5 名 の 正 規 ス タ ッ フ と数名 (不特定) の 非常勤職員が勤務し ､
こ の 他､ 新着

( N e w l y A r ri v e d ) の 親 に 子 供の 教育 ア ド バ イ ス ､
サ ポ ー

ト を 行 う 2 人 の 定 住担 当者

(s e ttl e m e n t O ffi c e r) が い る｡ 機能面に お い て 本稿 3 - 1 の バ
ー

ミ ン ガ ム市の E M P S U と似た

機関で ある｡

M G S S の 主要プ ロ ジ ェ ク ト次 の とお り で ある｡ 概ね財源の 名称がア ル フ ァ ベ ッ トの頭文字

で付い て い る｡

･ E M A G 学校 に在学す る マ イ ノ リ テ ィ児童の学力向上プ ロ ジ ェ ク ト

･ s R B 3 幼児 に対す る教育活動プ ロ ジ ェ ク ト

･ s R B 5 福祉及び労働経験プ ロ ジ ェ ク ト

･ N R F 難民申請者受入れ プ ロ ジ ェ ク ト

･ バ イ リ ン ガ ル の年少学習者の 成績評価に関する E S R C 調査プ ロ ジ ェ ク ト

･ コ ミ ュ ニ テ ィ 言語 N R F プ ロ ジ ェ ク ト

運営 に必要な経費は市の D 皿S ( D e p a r t m e n t fらr E d u c a ti o n a n d S k ill s
- 国 の教育技能省)

S t a n d a r d F u n d
,
A d v a n t a g e W e s t M i dl a n d N eig h b o u r h o o d R e n e w a l F u n d , S i n g l e R e g e n e r a ti o n

B u d g e t な どと呼ばれる財源で賄われ て い て ､ E M A G に 基 づくもの が最も重要な部分を占めて

いる｡ ま た ､ 各 プ ロ ジ ェ ク トに必要な ス キ ル ､ メ ソ ッ ド､ 教材開発､ あ る い は調査､ 研究 の た

め
､ 専門的な機関と様 々 な面で連携して いる ｡ ブリ ス トル大学､ ウ ォ

ー

リ ッ ク大学の 他､ 地域

の コ ミ ュ ニ テ ィ グル
ー プや ボ ラ ンテ ィ ア グル ー プ

､ 訓練提供機関などが主要な パ
ー

トナ
ー

で あ る｡

5 - 2 .
マ イ ノ リ テ ィ の子供の転入と対応

マ イ ノ リ テ ィ の 家族に と っ て 自分の住居地の学校に子供を通わせ る ことが ベ ス ト で あるし､
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ー ル オ ポ チ ュ ニ テ ィ ー英国 ミ ッ ドラ ン ドの 教育現場

M G S S も そ の ような方針で臨ん で い る ｡ だ が､ 市内1 20 の 公立学校で は マ イ ノ リ テ ィ の 子供

の教育経験豊富なと こ ろ
､
そ う で な い と こ ろの ギ ャ ッ プが大きく､ そ う した子供の 転入時の 対

応に大きな差が 出る ことが ある｡ M G S S で は 管内全学校の
一

般教師対象に ､ マ イ ノ リ テ ィ の

子供 へ の対応の ための 特別研修を計画的に行う ｡

ま た､ 学校長 へ の ア ドバ イ ス を担当が出向い て 行う ｡ 学校長が マ イ ノ リテ ィ に関して 正確な

知識と認識を持ち､ 教員 に対しリ ー ダ ー シ ッ プを発揮し全学的体制を構築しな い 限り､ 教員の

努力だけ で は限界が あるか らで ある｡

M G S S で
､
管内の 学校の E L A 児童 の ため の ｢ 言語評価 プ ロ フ ィ

ー ル｣ と い う フ ァ イ ル を

作 っ て い る ｡ い わ ば児童の英語力の上達記録簿とい う べ きも の で ､ 各 E A L 児童 の在籍 (移籍)

記録
､
エ ス ニ シ テ ィ

､ 釆英日 ､
コ ミ ュ ニ テ ィ 言語な ど必要な個別情報を記載 し､ 各学年に おけ

る英語の ｢ 聞く｣ ｢ 話す｣ ｢ 読 む｣ ｢ 書く｣ 力 の 上達を記録す る｡ 現場 で 教師ごと に判断が異な

らな い よう
､
4 つ の 能力の 9 段階 の判断基準がそれぞれ例を挙げて 詳しく書か れ て い る｡ こ の

フ ァ イ ル を学校が用い記録する ことで ､ 各対象児童の 英語習得状況を把握し､ 専門ス タ ッ フ の学

校訪問時の ア ドバ イ ス等 に役立 てる｡ また､ 必要に応じ親 へ の詳しい説明の ため に使用される｡

5 - 3
.

バ イ リ ン ガ ル ･ ア シ ス タ ン ト

M G S S は学校 の 要請に応 じて ､ 必要な言語を話せ る バ イ リ ンガ ル ･ ア シ ス タ ン ト教師を広

告公募､ 選考し派遣す る｡ 数年前ま で は M G S S に あ らか じめ登録した者を派遣 して いたが ､

近年新た に 来る子供が急増 し､ 登録され て い な い言語の ア シ ス タ ン トが求められる こ とが多く

な っ た ため ､ 現在 の ような形に な っ た｡

こ の ア シ ス タ ン ト制度は､ 学校教育をフ ォ ロ ー

で き る能力を持 つ バ イ リ ン ガ ル ( 又は トリリ

ンガ ル) の大人が､ 第
一

言語が英語で なく文化が英国の もの で な い子供の学習を助ける こ とを

目標とする｡ 派遣期間は基本的に子供が学校に釆たときから 2 ヵ 月､ 授業 に入 る時間は週 3 日

( 半日ず つ) が基準で ある｡ な お ､
コ ベ ン トリ ー

市の バ イ リ ン ガ ル ･ ア シ ス タ ン トに 対して は､

E M A G の 予算から 1 人当たり 2 ヵ 月 4 00 ポ ン ドが報酬とし て支出され て い る｡

授業 で の ア シ ス タ ン ト の主な内容は以下の とおり で ある｡

･ 子供 の第
一

言語 で担当教師の言葉や複雑な指示の意味を説明す る

･ 子供が理解し て い るか どうかを子供の第
一

言語 で確認する

･ 子供 の理解 レ ベ ル を担当教師に フ ィ
ー

ドバ ッ ク する

･ 子供 の英語 レ ベ ル に留意し､ 初 めは単語､ 語句を正確に第
一

言語で 伝え ､ 次 に英語で 繰

り返す

･

子供と第
一

言語を使い なが ら､ 個別また は小グ ル
ー プで 行動する

･ 子供 の英語と学習の 進度を記録する

･ 適時ク ラ ス の あらゆる児童をサ ポ
ー トす る

こ の よう に
､
ク ラ ス で は子供の 第

一

言語を使い ながら ､
そ の 子の 学力達成の ため担当教師を

ア シ ス トす ると ともに ､ 状況 に応 じク ラ ス全体を フ ォ ロ
ー す る と い う役割も必要 に なる ｡

E M A G の 主要な コ ン セ プ トの 1 つ と し て ､
"

母文化 の エ
ー トス ( et h o s

､ 集 団的特質 ･ 精神 ･

気風) の 重視
' '

が あ る｡ す な わ ち､ 通常の ク ラ ス に お い て子供がまず習得済みの第
一

言語 で理

解し学習する ことが ､ 第二言語 (英語) を伸ばす上 で重要な役割を果たす､ と い う考え で ､ 前

記の ア シ ス タ ン トの 原点の 1 つ に な っ て い る｡
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バ イ リ ン ガ ル ･

ア シ ス タ ン ト教師の もう 1 つ の役割は､ 学校と親との 効果的な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の た め の通訳で ある｡ こ れ は単なる事務的
一

時的な業務で はな い ｡ 第
一

言語で子供の 学

習上 の 問題､ 学校か ら の要望や情報､ 時間割､ カ リ キ ュ ラ ム ､ 現状や理由の 説明を親に行い ､

親 の意見
､ 要望な どを聞き教師や担当者に説明をする など､ 英語を話せな い親と学校との適切

な パ イ プ役を務める こ とが求められる ｡

5 - 4 . 教材開発や購入､ 及びそ の コ ン セ プト

E M A G の 予算は マ イ ノ リ テ ィ の ため の教材開発や購入に も充て られる｡ 現在多種多言語の

バイ リ ンガ ル教科書や子供用絵本 ･ 書籍が ロ ン ドン そ の他 の書店から販売され各地の マ イ ノ リ

テ ィ児童の ため に使われ て い る ｡ M G S S の よ うな組織で は､ 教材 に つ い て の詳細な最新の情

報を持ち､ 新入児童の 言語に応じた適切な教材を学校に紹介する ことが必要に なる｡ そ の ため

リ ス トやウ ェ ブサイ トだ けで なく実際の バ イリ ンガ ル教材を多数購入し内容を吟味し適切なも

の をサ ンプ ル として 備え ､ 需要に応 じられるよう に して おく｡

ま た ､ 英語の リ テ ラ シ ー 教育 の 中で使われる教材で は､ 人種差別､ 偏見､ そ れ ら に基 づく対

立や い じめを助長するようなもの を排除し､ 時に は､ 人種差別や偏見を強く戒める内容の もの

を積極的に推奨する場合もある｡ 人物 の絵な どで は様 々 な肌 の色､ 様 々 な姿 の人が登場し､ 名

前の 付け方に も配慮され て い る教材が多い ｡

イ ギ リ ス で はキ ー

ス テ
- ジ 1 か ら コ ン ピ ュ ー タ教育 (I T) と設備の 導入が徹底し､ ほ とん

どの学校の ク ラ ス に は パ ソ コ ン､ プ ロ ジ ェ ク ク
ー

に つ なが っ た タ ッ チ操作の 電子ボ
ー ドが備え

付けられ て い る｡ こ の た め ､
マ イ ノ リ テ ィ の 子供が英語を学習す る ため の ソ フ ト の 制作も

M G S S の 仕事 の 1 つ で あ る｡ 身近な 日常の言葉と正確な発音を身に つ けるため ､ 言葉 の クイ

ズを解い て いく､ 絵 に タ ッ チ し て 正解を当て る､ コ ン ピ ュ
ー タ が 正 し い発音を指導する ､

な ど

様々 な工夫を施した独自の ソ フ トを担当者が作成して いる ｡ こ う した コ ン ピ ュ
ー タ ソ フ トで の

学習はク リ ッ カ
ー

と 呼ばれ る ｡ 作成 の ため の ソ フ トは国内の コ ン ピ ュ
ー タ 教材開発会社が

年 1 万円以内の値段で提供して い る｡ ソ フ ト で映し出されるイ ラ ス トも人物が白人中心 に なら

な い よう に配慮され て い る｡

6 .

ハ ー

サ ル ･ コ ミ ュ ニ テ ィ
ー ･ プ ライ マ リ ー スク

ー ル

6 - 1 . 学校の 概要

コ ベ ン トリ ー 市内の - - サ ル ･ コ ミ ュ ニ テ ィ ･ プ ラ イ マ リ ー ス ク ー ル の取り組みを紹介する ｡

コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル は イギリ ス 独自の 学校形態の 1 つ で ､ 言葉通り地域が運営主体に なる学

校で ある｡ 全公立学校の 6 割を占め､ L E A が 学校 の経常費と資本的経費を全額負担する ｡ つ

まり設立と管理 に 責任を持ち､ 学校 の土地建物を所有 し職員を雇用す る｡ コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク
ー

ル で あ る こ との 意味は ､ 当学校の説明で は ｢学校の ス タ ッ フ だけ で なく多くの人 々 一例え ば､

放課後や休日 の ク ラブ のメ ン バ
ー な どからも専門的技術､ 知識､ 能力､ 道具を用い て より豊か

なも の を提供 して もらえる｣ と い う こ と で ある｡

学校は シ テ ィ セ ン タ
ー と M G S S との 中間的な場所､ 閑静な住宅街に位置する｡ 1 9 1 3 年 に建

て られた古風な レ ンガ造りの校舎が特色で ､ 建物 の約半分は文化財に指定され て い る｡ 構内は

教室に適した構造に改修され､
一

角 に 2 つ の 集会用の ホ
ー

ル が ある ｡ 比較的大き目の 2 つ の 運
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藤本久司 エ ス ニ ッ ク マ イ ノ リ テ ィ の 子供 とイ コ
ー

ル オ ポ チ ュ ニ テ ィ ー英国ミ ッ ド ラ ン ドの 教育現場

動場が あり､ 2 0 0 5 年度 に は新たな運動場を増設す る｡

全校児童数は 26 4 人 (20 0 5 年 1 月末現在) ｡ ナ
ー サ リ ー (3 歳) ､ レ セ プ シ ョ ン (4 歳) ､ 1 年

- 6 年 (5 - 入学時
- 1 1 歳 - 卒業時) で構成｡

一

学年 の定員は 4 5 人で ､ 現況は表 7 の と おりで

ある｡ 総数 の 3 分の 1 近い 81 人が マ イ ノ リ テ ィ 児童で ある｡ 最 も多い の が パ キ ス タ ン系 28 名､

イ ン ド系が 9 名､ 白人
･ カ リ ブ系の M i x e d が 9 名､ そ の他多国籍で ある｡

教員及び職員は 48 名｡ う ち約半数が校長を含む正規の教職員｡ 残りが ､ ア シ ス タ ン ト教師､

ラ ン チ タイ ム監督者､ 用務員､ 給食担当者な どの非正規教職員で ある｡ 学校 の人事､ 予算､ カ

リ キ ュ ラ ム の 最高決定機関で ある学校理事会の理事 (s c h o ol g o v e r n o r s) は 10 名 で ､ 教職員と

共に 学校 ･ 地域の 利益の ため連携して活動する｡ 理事は L E A 代表､ 学校 ス タ ッ フ ､ 保護者､

地域関係者な ど様 々 な分野の 代表者から成る｡ な お､ 現時点で はほとん ど白人で ､ 児童 の比率

に応 じ マ イ ノ リ テ ィ の理事が増える ことが課題で ある｡

学校 の 運営 へ の 評 価 は近年比較 的良好 で あ る ｡ 最近 20 0 3 年 に 行 わ れ た 教育基準局

( o fS T E D) の 査察 (I n s p e c ti o n)
( 10 )
の 結果は極め て優秀で ､ 学校の 取り組み に対する親､ 児童､

地域関係者､ 外部訪問者等 へ の イ ン タ ビ ュ
ー

評価も高か っ た｡

【表 7 】 ハ ー サ ル ･ コ ミ ュ ニ テ ィ ･ プラ イ マ リ ー ス ク ー ル の児童数 (20 05 年 1 月末)

学 年 ナ ー

サ リ
ー レセ プ シ ョ ン 1 年生 2 年生

児 童 数 2 5 2 6 4 4 2 9

マ イ ノ リ テ ィ 児童数 7 l l 1 4 7

3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 計

4 5 2 9 3 2 3 4 2 6 4

1 5 6 7 1 4 8 1

( H e a r s all C o m m u nit y P ri m a r y S c h o ol
"

E t h ni cit
y
A n al
y
si s J a n u a r y 20 05

"

か ら作成)

6
- 2

. 学校 の コ ン セプトと E A L 児童 へ の取り組み

ハ ー サ ル ･ コ ミ ュ ニ テ ィ
･ プ ラ イ マ リ ー ス ク ー ル の学校案内 20 0 5 - 2 0 0 6 の ｢ 学校 の目標｣

に は､ ｢ わ れ われ は､ す べ て の 者が個人的に成長 し学術的長所を伸ばす こ とが で きるよう､ 機

会の 平等 ( E q u a l o p p o r t u n i ti e s) を伴う､ 思い や りが あり支援的な コ ミ ュ ニ テ ィ を提供しなけ

ればな らな い｣ と記載され て い る ｡

E A L 教育は特別な個別の 授業で はなく､ イ コ
ー ル オ ポチ ュ ニ テ ィ の

一

環 で あり､ カ リ キ ュ

ラ ム す べ て で 考慮され て い る ｡ 英語に 初歩的な問題の ある児童に は バ イリ ンガ ル
･

ア シ ス タ ン

ト教師が週 3 日半日ず つ 2 ヵ 月間授業に入り E A L 児童を主 にサ ポ
ー トす る｡ 重要な こ とは バ

イリ ンガ ル ･ ア シ ス タ ン ト教師だけが E A L 児童を フ ォ ロ
ー す る の で はなく､ メ イ ン で授業を

行う教師も M G S S で の 研修を重ね授業を進め る ス キ ルを持 っ て い る こ と で ある｡ E A L 児童

が教科学習の遅れを広げな い こ と､ そ して彼ら の学校生活を充実させ る こ とも重要な目標に な

る｡

6 - 3 . 多文化 へ の対応の様々 な例

学校の カリキ ュ ラ ム は多文化に適応して作られ て い る｡ 学校 で は､ 世界 の主要な民族､ 宗教

の祭りを行う｡ 在籍し て い る児童の ル ー ツ に関わるイ ベ ン トは欠かせ な いが ､ そ の他 の世界の
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主 要文化の もの は催す ｡ イ ギリ ス は多文化国家で あり､ 世界の あ らゆる文化を平等に 理解する

の に必要だか ら
､
と い う理由で ある ｡ ま た ､ 宗教教育の 授業で は多文化社会を前提に 各種の 宗

教に つ い て 学ぶ ｡

地理
､
歴史な どの 授業で ､ 児童の 先祖の 国の 課題には特に 時間を設け､ あ る い は特別な授業

を組み ､ 対象児童に発表させる こ とで ､ 自分の ル
ー

ツ に誇りを持ち自信を育むよう配慮する｡

マ イ ノ リ テ ィ 児童 へ の サポ
ー トは､ ほと ん ど通常の ク ラ ス の中 へ E A L 教師や バ イリ ンガ ル

･

ア シ ス タ ン トが入る とい う形で 行われる ｡ ク ラ ス 担任とサポ
ー トす る教師と の チ ー ム テ ィ

ー チ

ン グ に よる授業が中心で あり､ 取り出し授業はあ っ て も最小限一週 2 限程度に な っ て い る｡ 取

り出し に使われる科目は地理と歴史が多い ｡ 英語の 授業で はほとん ど取り出さな い ｡ 英語以外

で取り出す場合も英語の 授業を行うの で はなく､ 同 じ科目の 同じ内容の 授業を行う こと に よ っ

て 英語の 力を つ けると い う特別なプ ロ グ ラ ム を組み立 て る ｡ そ の ため取り出しを行う E A L 教

師は､ 事前に ク ラ ス 担任と綿密に授業内容の調整をする｡

多く の ク ラ ス に は児童全員の 紹介文を顔写真入りで掲示して ある｡ ど こ ( 国､ 市､ 地域) で

生まれたかを紹介して い るク ラ ス ､ 全員の 幼少の ころ の写真を掲示 して い るク ラ ス もある｡ 小

さ い とき の 写真は家庭の 内部や着て い る服装な ど､ 民族的な背景を色濃く表して い るもの が多

い｡ 誕生日 に 肉親に 祝福され て い る写真を掲げ､ お祝 い の言葉が そ れ ぞ れ の 国の言葉で添えら

れ て い るク ラ ス もある｡ 互い の 文化背景が違 っ て も､ ク ラ ス の 1 人 1 人 が自分と同じく家族に

と っ て 大事な存在で ある ことを自然に学ぶ ｡

低学年など で使う着せ替え人形も､ 地球上 の人 々 の違 い に合わせ て ､ 様 々 な肌の色､ 髪の 色､

髪形の もの が用意され使われ て い る｡

昼食は食堂の 食事で もよ い し､ 弁当で もい い ｡ 実際の比率はば ぼ半分ず つ で ､ 給食費だけは

実費で 払う｡ 食堂は バ イキ ング方式で ､ 学校内で調理 され主食､ 副食とも児童は自分で選ぶ こ

とが で きるため､ 文化的に 食 べ られな い食材を無理 に食 べ るなどと い う ことが起こ らな い ｡

な お ､ こ う した こと に 加え､ プ ラ イ マ リ
ー

ス ク ー

ル で は特 にイ ギリ ス の伝統的な授業ス タイ

ル が､ マ イ ノ リ テ ィ児童の 学習に有効に作用して い ると言える で あろう｡ 例 えば､ ほ とん ど の

科目で 担任と ア シ ス タ ン ト教師の 2 人 の教師が授業を教え､ 1 人 が メ イ ン の 授業を進め て い る

間
､
1 人は個 々 の態度

､
理解や学習の様子を観察しながら､ 適時必要なサポ

ー ト を行う こ とが

で きる ｡ ま た
､
全員 へ の 説明の あと 5 , 6 人 の小グ ル

ー プ に 分かれ何らか の作業やタ ス クを行

う ことが多い ｡ 同学校案内 (20 0 5 - 2 0 0 6) は ､ ｢ 児童 の こ
- ズ は大きく異な っ て い る の で ､ 彼

ら に最適の方法で多く の教育と学習が進められるよう ､
互 い に助け合えるよう なグル

ー プ分け

が必要で ある｣ と記載し て い る｡ グ ル
ー プ の 中に英語が十分で な い子供が い た場合､ 子供同士

教えあ っ た りし て自然に子供なり のサ ポ
ー ト をす る こ と になる ｡ マ ジ ョ リ テ ィ 側の 子供の マ イ

ノ リ テ ィ へ の 理解を育み､ マ イ ノ リ テ ィ の子供が学校に溶け込める土壌を形成して い る､ と捉

える こ とが で きる｡ ま た ､
こ こ数年間に世界で 先駆けて全国の 学校に導入 され た電子ボ

ー ドが､

言語力の向上 に大きな効果をもたらして い る こ とも見逃せ な い ｡

6 - 4
. 親や地域との 連携

児童の親や地域との 連携でも マ イ ノ リ テ ィ へ の 自然な配慮が見られる｡

す べ て の親は事前連絡すれ ば､ 教育や子供の 情報を知るため､ 又 は相談の ため に学校に釆て

校長や教師に会う こ とが で きる｡ 概 して マ イ ノ リ テ ィ の親との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンは うまくい っ
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ー

ル オ ポ チ ュ ニ テ ィ ー英国ミ ッ ドラ ン ドの 教 育現場

て おり､ 学校と の 対話は多い ｡ ま た､ 白人と マ イ ノ リ テ ィ の親同士 の 関係も現在問題なく推移

して い る｡

学校は､ 親 や地域の 人 々 が自発的に学校の カリキ ュ ラ ム以外で の特別サポ
ー

トを し てくれる

こ とを歓迎して い る｡ 親た ちは学校外の ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ と し て放課後 ･ 休 日 の活動､ 休

暇中の 野外活動 ､ 地域活動､ ス ポ
ー

ツ
､ 文化活動な ど で 学校と協力して子供を支えて い る｡

2 0 0 5 年 3 月時点で 1 2 の ク ラ ブが登録して おり､ サ ッ カ
ー

や バ ス ケ ッ トな どス ポ ー

ツ ク ラ ブと

共に ウ ル ド ゥ 一 語ク ラ ブ
､
フ ラ ン ス語ク ラ ブな どもあり エ ス ニ ッ ク間の 交流が垣間見られ る｡

地域や家族の イ ベ ン トを企画実行す る親や協力者の グル
ー プもあ る｡ 彼 らは児童や学校環境

を整備するため の 資金集めも行う｡ す べ て の 親や協力者が自由に い つ で もこう した活動の 会議

に 出､ 活動 に参加す る こ とが で きる｡

一

方 ､ 共働きの ため子供を開校時間以外にも預か っ て ほ しい 親もい るため ､ 時間外の ケ アク

ラ ブがある｡ 有料 で受入数に 限界が あるが ､ 原則とし て す べ て の 学年の 児童が対象になる ｡ 地

域か ら応募 したプ レイ コ ー デ ィ ネ ー タ ー

及び プ レイ ア シ ス タ ン トと呼ばれる人 々 が世話を し､

午前 8 時から授業開始ま で ､ 放課後は午後 6 時ま で子供を預かる｡

な お ､ 地域 の人 々 は学校の 授業に差し支えな い 限り､ 昼間と夕方, そ の施設を使 っ て 様 々 な

活動や勉強をする ことが で きる｡ 成人の 趣味のク ラ ブだけ で なく､ 就学前の幼児の 遊びや歩行

練習､ マ イ ノ リ テ ィ の 大人の 英語力ア ッ プ講座など､ 地域 の ボ ラ ン テ ィ ア を主体に した利用と

運営がされ て い る｡

以上 の よう な様 々 な地域や親と の連携活動の中で ､ 住民の
一

員 とし て の マ イ ノ リ テ ィ の 存在

が ､
い わ ば相互 に文化理解を深める資源とし て ､ 学校や児童に と っ て も有益なもの とな っ て い

る こ とがうかがえ る｡

7
.
セ ン トジ ョ ー ジ ズ ･ プ ライ マ リ

ー スク
ー ル

7 - 1 . 学校 の概要

セ ン トジ ョ ー

ジ ズ ･ プ ラ イ マ リ ー

ス ク ー ル は バ ー

ミ ン ガ ム市南西約 4 0 キ ロ の ウ ス タ
ー

市内

に ある｡ 1 8 3 2 年創立 で ､
ウ ス タ ー

シ ャ
一 地方教育局が運営す る英国国教会助成学校で ある ｡

学校 ス タ ッ フ の構成は校長 1 名 (男性) ､ 副校長 1 名 ( 女性)
､ 事務長 1 名 ( 女性) ､ 教師 10 名

( 女性 8 ､ 男性 2) ､ テ ィ
ー チ ン グア シ ス タ ン ト ( T A) 1 0 名 (女性) ､ 事務ス タ ッ フ 3 名 ( 女性) ､

洗濯係 2 名 ( 女性) ､ ラ ン チ タイ ム担当 6 名 ( 女性) で ある｡ 学校 の ス タ ッ フ 34 名の う ち､ 男

性は 3 名で あ る｡

独創的で積極的な教育方針が評価され､ 最近行われた査察の 評価は非常に高い ｡ 学校の ｢ 案内

書兼理事会恒例報告書 20 0 3 / 2 0 0 4｣ (2 0 0 3) で は､ 子供たちを調和の 中で 自立した生涯学習者と

するための取り組みと共に ､ 社会的スキル の獲得､ 多様性の積極的評価などをうたい ､ 文化的に多

様な かノキ ュ ラム へ の挑戦､ 異文化の価値観 ･ 宗教 へ の相互理解に基づく校風の確立などを使命と

して位置づけて い る｡ 約 25 0 名が在籍し､ 約 25 % がマ イ ノ リテ ィ児童である｡ ウス タ
ー

市やウ スタ ー

シ ャ
ー

L E A に は マ イ ノ リテ ィ教育専門の サポ ー トセ ンタ ー がなく
､ 学校独自の努力と積み上げに よ

る取り組みが行われ て い る｡ 教員の 1 人は E A L 教育の 専門スキル と知識を持 っ て おり､ T A l 名

とチ ー ム を組み E A L 児童の授業の
一

部を引き受ける｡ また､ 学校理事の内 1 人は E A L 担当とな っ

て い て
､ 方針の決定と共に各種の報告書で も責任を分担する｡
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7 - 2
.
E A L 教育と宗教教育

学校で は 20 0 3 年 に大きな改修工事を行い ､ 電子ボ
ー ドを供えた E A L 児童の ため の 教室が

で き､ コ ン ピ ュ
ー タ エ リ ア

､
更衣室､ 保管庫､ そ の他 の設備も整備された ｡ ま た､ こ れ ら の設

備改善と同時に ､ 学内で子供た ちの成績デ
ー タ の収集と分析面の 改良が加えられた｡ そ れ ま で

に比 べ ると個 々 の児童の成績の 把握が適切になり､ 特別な ニ
ー ズ の 児童の学力ア シ ス タ ン トが

一

層計画的に で きる状況に な っ て い る｡

人種平等ポリ シ
ー の 推進と E A L 児童の 観察は専門教員に よ っ て続け られ て おり､ 理事及び

地方教育局に定例報告書を提出する｡ 当学校で の 人種差別事件はほとん ど発生 して い な い が ､

全 て の差別事件に は速やか に効果的に対応す る こ と にな っ て い る｡

制服は校則で決め られ て い て ､ 白か グ レイ の シ ャ ツ ､ 赤 とグ レイ の縞 の ネクタイ ､ 夏の ポ ロ

シ ャ ツ と冬 の ト レ
ー

ナ
ー は男女とも赤色が主体で ある ｡ しか し､ 文化や宗教上の 理由か ら赤色

の もの をあまり着な い子供が い るた め ､
代 わりとし て夏は薄め の赤白の チ ェ ッ ク の ド レ ス ､ 冬

は規定の シ ャ ツ とネク タイ の 上 に市販の紺色の制服やカ
ー デ ィ ガ ン な どを着る こ と盲認めて い

る｡ つ ま り､ 制服は季節や科目に よ っ て
一 応1 つ に 指定され て い るが子供の 意思に よ っ て 着分

け られる よう にな っ て い て ､ 実際にク ラ ス平均概ね 1 , 2 割は マ イ ナ
ー な服装に な っ て い る ｡

ヒ ン ドゥ
ー

語 ､ パ ン ジ ャ ブ語その 他の 文字と読み方を書い たポ ス タ
ー が図書室の壁な ど目に

付くとこ ろ に張 っ て あ る｡ 目 に した児童や親が自然に マ イ ノ リ テ ィ の 言語
へ の興味と親近感を

持 つ
一

助 に な る｡

1 年生 の I T の 授業 の例を述 べ る｡ 最初 に 1 年生 30 名 の 学級メ ン
バ ー を 半数ず つ マ イ ノ リ

テ ィ の 交じ っ た グ ル
ー プ とそう でな い グ ル

ー プ に分ける｡ マ イ ノ リ テ ィ の グ ル
ー プ は E A L 専

門教員が指導し､ コ ン ピ ュ
ー タ 室に移動する ｡ 専門教員は大きな電子ボ

ー

ドを使 っ て キ ー

の 操

作､ 入力 の文字に つ い て できるだけ指示を出す ｡ 専門教員の 指示の言葉は簡潔で 明瞭で ある ｡

英語の レ ベ ル が様 々 な子供がお互 い助け合いなが ら自分の 前の コ ン ピ ュ
ー タ画面を見､ 文字を

入力す る｡ 指示通りで き て い る子を褒める言葉､ で き な い 子を ア ド
バ イ ス する言葉も適切に使

い分けられる ｡ 指示通り終え た子供 2 , 3 人の 作品を プリ ン トア ウ ト し､ 見本とし て見せ ､ 説

明し､ 装置を片付け､ 4 0 分 の授業を終える｡ 同 じ時間に ク ラ ス担当の 教師は別の部屋で 類似

の 内容の授業を マ イ ノ リ テ ィ の い な い グ ル
ー プ に行 っ て い る｡ 休 み時間に速やか に移動､ もう

1 つ の グ ル ー プ と教室で合流 し､ 次 の授業の準備に かかる｡ 以 上 の よう に ､ 分離して 行う授業

で は事前に クラ ス担当と E A L 教員が教える中身に つ い て十分な打ち合わせを行い ､ 異 な っ た

ス キ ル で 同じ レ ベ ル の 授業を行う｡

宗教教育と集団礼拝は国教会助成学校で ある セ ン トジ ョ
ー ジズ ･ ス ク ー ル に と っ て 伝統的で

重要なカリキ ュ ラ ム で あり､ 国教会の 教義と儀式に従 っ て行われ る｡ 毎 日午後礼拝があり､ 木

曜日 に は司祭が来校す る｡ ク リ ス マ ス ､ イ
ー ス タ ー

､ 収穫祭とい っ た年中行事も行う｡ しか し､

キ リ ス ト教の 学校で ある こ と で異な っ た宗教を排除するもの で はなく､ む しろ相手の 宗教に関

わらず積極的に子供と地域の家族に奉仕する ことを目標と して おり､ 道徳教育と他宗教の 教義

もカリキ ュ ラ ム の
一

部 を形成 して い る｡

一

方 ､ キ リ ス ト教 に則 っ た授業と儀式に子供を参加させたくな い と い う親の た め､ 宗教教育

と礼拝の 時間に取り出す権称
11'
を周知し て い る｡ 学期 の初めや終わ りな ど に は学校以外が主

催す る宗教行事もある の で ､ そ れ らから の取り出しも認め て い る｡ い ず れ も親は事前に校長に

文書を提出す る｡ た だ､ 実際 に親が子供を取り出させ る こ とは少なく､ キ リ ス ト教以外の宗教

の 子供も多く参加 して い る｡
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8 . まとめ

イ ギリ ス政府 ( 教育技能省) が各地の マ イ ノ リ テ ィ 教育関係機関や学校現場の指針として 作

成した公文書の 中か ら､ 基本的ポリ シ
ー

に 関す る部分を抜粋し､ 表 8 ､ 表 9 に 挙げる｡ マ イ ノ

リ テ ィ の子供の教育 に つ い て 国が明確な方針を定め､ 必要な予算はブ レ ア政権下で政策的に増

額され ､ 各地 の L E A や 学校現場で 具体的施策を推進して い る､ と い う こ とが理解できる｡

* 表 8 中 ｢ イ ッ ク ス ク ル ー ジ ョ ン｣ は注
(12)

参照

本稿は エ ス ニ ッ ク マ イ ノ リ テ ィ 集住地域の 1 つ ､ ミ ッ ドラ ン ドの教育現場を取り上げ､ 多文

化 へ の取り組み の い く つ か の例を記述した｡ 最後 に､ こ う した現場の実践から見える､ マ イ ノ

リ テ ィ教育に 関わる諸課題をいく つ か挙げ て おきたい ｡

第
一 は

､ 近年 の マ イ ノ リ テ ィ 児童増加数の大きさと現場の 対応の問題で ある｡ 新移民
･ 難民

が相当厳 しく制限され て い るとはい え ､ 例 に挙げた コ ベ ン トリ
-

市 の よう な中規模の街で も月

平均 70 - 8 0 人 の 新た な外国出身の 子供が学校に編入 し続け て い ると い う こ とは ､ 驚異的な現

実で ある｡ 母語が話せ る バ イリ ンガ ル ･ ア シ ス タ ン トや専門的ス キ ル を持 つ E A L 教師 の配置

は､ ミ ッ ドラ ン ドの ような地域で は画期的に進み､ 学校 シ ス テ ム や授業法､ 教材をア ドバ イ ス

す る専門機関やス タ ッ フ が充実して い ると ころも多い ｡ しか し
一

方 で は､ 先進的自治体で ある

バ ー

ミ ン ガ ム市や コ ベ ン トリ
ー

市 に見られるよう に ､ 市内ほ とんど の学校で マ イ ノ リ テ ィ の子

供が増加する中､ ス キ ル や人材を持たな い 学校で対応が遅れ様 々 な問題を引き起 こし て い る現

実が ある｡ 経験が浅く E A L 児童と の 関係の作り方､ 教 え方を身に つ けて い な い教員も少なく

ない ｡ 専門ス タ ッ フ の 養成､ 管理職や教員の研修は熱心 に行われ て い るが､ 他 の研修や現場業

務も多忙な こ とから ､ 適時適切に 実施で き て い るわけ で はな い ｡ 特 に 20 0 0 年以降の マ イ ノ リ

【表 8 】 マ イ ノ リ テ ィ教育に関する政府 (教育技能省) の指針か ら
- 1 -

- 学校 は成績や結果 に焦点を絞 る べ きで あ る｡ 過去 に お い て､ 人種平等 の 戦略は ､ 学校 は何を して

い るか
､
と い う注入部分 に過度 に重点を置く傾向が あ っ た ｡

結果 に焦点を絞 っ た 目標の 例 :

･ 異 な っ た エ ス ニ ッ ク グ ル
ー プ間の 成績の レ ベ ル 差を少なくす る

･ 異 な っ た エ ス ニ ッ ク グ ル
ー

プ間の イ ッ ク ス ク ル ー

ジ ョ ン の 比率格差を減 らす
･ カ リ キ ュ ラ ム に お い て 人種平等を表現す る方法 を考え る

-
･

学校は最も関係 の あ る人種平等 の 結果を出すこ とを優先 し､ そ の 目標を設定 しな ければ な らない ｡
･ エ ス ニ シ テ ィ 別 の 量 的デ

ー

タを集 め､ 人種平等 へ 格差 (達 成度や進度 の 格差､ イ ッ ク ス ク ル
ー

ジ ョ ン率 の 格差 な ど) を縮 め る
･ 調査 や診断 に よ る質的デ

ー

タを集 め､ 児童 や親､ 教職員 に 政策が ど れ だ け 浸透 し て い る か を測

り
､
か つ ､ 信頼 と コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン を確立 す る
･ 目標 に 適 した量的質的デ

ー

タを使う ､ 例 え ば､ 人種差別 に 対す る学校 の 対応 を総括す る と きに ､
一 定期間 に起き た差別件数､ 効果的に 対処 で き たか の 度合 い ､ な ど で あ る

- 目標 の 設定一人種差別に 立 ち向か う

す べ て の 人種差別を記録 し L E A に報告す る｡ 無報告 は あ っ て は な らな い ｡
･ 教職員､ 理事､ (特 に そ の と きの 人種差別に関する グ ル

ー プ か ら の) 親子を含む チ ー ム を立 ち 上

げ
､ 取 り組 み の 中で どれ だ け成果を挙げた か を調 べ る

･ 段階別目標 は次 の よ う にす る

○施策 と手続き に関す る意識を高め る

○全員が 正 確 な報告 の 重要性を理解 す る

○全員 が ､ 出来事 へ の 対応 に お い て 高 い レ ベ ル の 満足度 が必要 な こ と､ 関係 グ ル
ー プ が満 足度

を調 べ る場合 が あ る こ と､ を理 解する

○差別件数 を減 らす -

( D e p a rt m e n t f♭r E d u c ati o n a n d S kills ( 200 4)
"

S ch o ol s
'

R a c e E q u alit y P oli ci e s
"

か ら抜 粋訳)
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【表 9 】 マ イ ノ リ テ ィ教育に関する政府 (教育技能省) の指針か ら
1 2 -

す べ て の 青少年 は い か な る エ ス ニ ッ ク や 文化 を 背景 に して い て も ､ どの 学校 に通 っ て い て も自分

の 潜在能力を開花 させ る こ とが 可能な は ず で あ る ｡ しか しな が ら､ マ イ ノ リ テ ィ な エ ス ニ ッ ク を 背

景 に持 つ ､ 8 人 に 1 人 と い う 多数の 者 に と っ て ､ そ う い う機会 は不平等な もの に な っ て い る ｡

児童 の 最 新恒例 デ
ー

タ は複 雑な 様相を呈 して い る｡ 中国系や イ ン ド系の 子供 の 試験 の 成績 は平均

より高 い 一 方で ､ カ リ ブ系黒人､ パ キ ス タ ン 系の 子供 は極 め て 悪 い ｡ 更 に ､ 白人､ イ ン ド系､ 中国

系 の 子供 の 半分以上 は少 なく とも 5 つ の G C S E に合格 して い るが ､ 同 じ状 況の 者は カ リ ブ系黒人 で

は 10 人 中3 人
､

パ キ ス タ ン系 とア フ リ カ系黒人で は 10 人 中 4 人 に過 ぎ な い ｡

社会的経済的 な不利益 が低学力に密接な関わりを持 っ て い る こ と が 成績 デ ー タの 分析か ら わか る｡

しか し貧困だ けが マ イ ノ リ テ ィ エ ス ニ ッ ク 児童 の 学力 に影響を及 ぼ して い る要因 で は な い ｡ 我 々 は

学校 や広範な教育 シ ス テ ム 内部の お け る施策や実行や経過 の 与え る影響 を真筆 に見 つ め る必要が あ

る
｡

- -

- 成績不振 の 継続 は人 々 の 結 び つ き を危 うく し､ 個人的､ 経済的可能性 が実現 さ れ な い ま ま に置 か

れ る
｡

一

部 の 人 々 の 状況 を 改善す る こ と が す べ て の 人々 の 状況を改善 す る と い う こ とが ､ こ れ か ら

の 施策で 求 め ら れ る｡
- 最近 2 0 年以上 の 実績 か ら､ 成功 し た学校 には 次の よ う な特徴 が認 め られ る｡ (以下要約)

○強 い リ ー

ダ
ー シ ッ プ : 校長 が学校全般に行き わ た る効果的な戦略の 指揮を と る

○高 い 期待値 : す べ て の 児 童が 能力 を伸 ば せ る よ う に ､ 児童た ち の 実 際の デ ー タ を 使い 達成度 を

観察す る こ と で学力不振 の 問題点を絞込み克服す る

○効果的な授業 と学習 : 効 果的な授業 の た め に バ イ リ ン ガ ル 児童 へ の サ ポ ー

トが あ り ､ 教師が 撹

業で児童 の コ ミ ュ ニ テ ィ の 文化や ア イ デ ン テ ィ テ ィ を反映 で き る

○相互尊重の 学校風土 と非行や人種差別 に対 す る 明確 な取り組 み : 相 互 に尊重 しあ え る 風土 と文

化が あ る｡ 非行､ い じめ ､ 人種差別 へ の ゆ る ぎな い 取り組 み が あ る｡

○親の 参加 : 親や 地域社会 が学校 の 生活 とそ の 発展 の 過程 で積極的な役割を果 た して い る

( D e p a rt m e n t fo r E d u c a ti o n a n d S kill s
"

E x e c u tiv e S u m m a r y
' '

か ら抜粋訳)

テ ィ の 子供の急増は､ か ね て から取り組み の 進ん で い た現場に も更に 新た な問題を作り出して

い るの で ある｡

第 二 は､ カ リ ブ系､ ア フ リ カ系､ パ キ ス タ ン系､ バ ン グ ラ デ シ ュ 系を中心 とした児童の低学

力の 問題で あ る｡ 全国的に見ると ､
こ の 間題は マ イ ノ リ テ ィ 別 の 成績分析が行われ始めた 9 0

年代初め に数値的に顕在化したが､ 7 0 年代後半と 80 年代 の議会の 各報告書で もカリ ブ系の子

供を中心 に問題が提起され て い る｡ こ れ ら マ イ ノ リ テ ィ児童の 成績と白人児童ある い は総平均

値との格差は､ バ
ー

ミ ン ガ ム市 の例 に見る よう に ､ 様 々 な取り組みに より縮/ト方向に 向か っ て

い るが､ ま だ楽観的な状況に は至 っ て い な い ｡ 社会的経済的背景に 加え ､ 各 エ ス ニ ッ ク白身が

持 っ て い る思考や教育に関す る価値観､ 教育現場の
一

部 に残る エ ス ニ ッ ク ス テ レオ タイ プと の

関わりな ども依然指摘され ､ 解決は容易で はな い ｡ な お､ こ の 間題に 関連して ､ ナ シ ョ ナ ル カ

リキ ュ ラ ム に よる年齢別全国統
一

試験と エ ス ニ ッ ク別成績分析が ､
マ イ ノ リ テ ィ児童の現状と

問題の 把握､ 目標 の 明確な設定のため に ､ 国 レ ベ ル で も L E A レ ベ ル で も有効に利用され て い

る こ とを付 け加え て おきた い ｡

第三 は､ セ カ ン ダリ
ー

ス ク ー

ル で の マ イ ノ リ テ ィ生徒受け入れの 問題で ある｡ セ カ ン ダリ
ー

ス ク ー

ル の E A L 教育は今回記述外で あるが､ E M P S U や M G S S の よ うな マ イ ノ リ テ ィ 教育

専門機関で ほ当然ながら セ カ ン ダリ ー ス ク ー ル で の E A L の 実践も研究､ 指導対象にな る｡ 英

語 レ ベ ル に 問題がある子供が初めて セ カ ンダリ
ー ス ク ー ル に編入 学した場合､ 教科学力を維持

し英語力を伸ば して い くた め の対応は ､ 言語習得の臨界期を過ぎて い る こ とを考えると､ 明 ら

か に プ ラ イ マ T) - ス ク ー ル の 対応とは異な っ て くる｡ 専門教員に よる取り出し授業や特別な英

語の授業な ど､ 実際 に各学校で の取り組みがされ て い るが､ プ ラ イ マ リ
ー

ス ク ー

ル に比 べ ると

全 学的 ､ 組 織的 な姿 が 見 え に く い ｡ バ
ー

ミ ン ガ ム 市 内の 補 助学校 関連 資料 に よ る と
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藤本久司 エ ス ニ ッ ク マ イ ノ リテ ィ の 子供 と イ コ ー ル オ ポ チ ュ ニ テ ィ ー英国 ミ ッ ドラ ン ドの 教育現場

20 0 3 / 2 0 0 4 年度 の 補助学校通学者計 294 人 の 内､ 5 - 1 0 歳 は 1 0 4 人､ l l - 1 5 歳 は 10 1 人 で あ

る｡ 行政の 補助学校支援がプ ライ マ リ
-

ス ク
ー

ル と セ カ ン ダリ ー

ス ク ー

ル 両方の 子供に と っ て ､

学力を補うため の
一

助 に な っ て い る こ とがうかがえる ｡

第四 は､ 補助学校な ど に通学で きず､ 学校外で補習の 機会の な い マ イ ノ リ テ ィ の 子供の 問題

で ある｡ 上記 の 通り､ バ
ー

ミ ン ガ ム 市に お い て もマ イ ノ リ テ ィ 児童生徒 6 27 人 (20 0 4 年) に

対し､ 補助学校通学者 はそ の 約半数で ある｡ 特 に 2 70 名余と格段に多い ソ マ リ ア難民の学齢期

の 子供は､ 入国時に英語が ばとん ど話せず イ ス ラ ム教徒で あ る｡
一

方 ､ ア フ リ カ系の補助学校

を支える エ ス ニ ッ ク コ ミ ュ ニ テ ィ の中心は､ 親や祖父母が旧イギ リ ス領の ケ ニ ア ､ タ ン ザ ニ ア ､

ガ ー

ナ
､
ナ イ ジ ェ リ ア な どから釆て イギリ ス に生まれた､ 主 として キリ ス ト教徒の 人々 で ある｡

同 じ市内に住ん で い て も ソ マ リ ア難民が ア フ リカ系 コ ミ ュ ニ テ ィ の 補助学校 へ 通 い にくい の は

想像に難くない ｡ こ う した子供た ちの家庭で は教育力が弱く､ 学校 の みが学力定着の場所で あ

り､ 行政と学校現場の格段の 取り組みが要求される こ とに な る｡

第五 は､ エ ス ニ ッ ク別 の 出席率やイ ッ ク ス ク
ー ジ ョ ン に関す る問題で あ る｡ D e p a rt m e n t fb r

E d u c a ti o n a n d S k ill s ( 2 0 0 5) に よ ると ､ 出席率の 全国的な デ ー タ は なく ､
2 0 0 2 年の セ カ ン ダ

リ ー ス ク ー ル 生徒 6 万人以上 の集計に よると､ 無届欠席の 割合が飛びぬ け て多 い の は セ ン サ ス

上 の Bl a c k - O t h e r の 子供た ちで ､ 1 人当たり年間平均 1 2 . 5 回 ( 回 - 半 日単位､ 以下同) ､ 次 い

で バ ン グ ラ デ シ ュ 系 7 .0 回 で ある ｡ 上位 の 2 つ が白人 ( イギ リ ス 出身) 4 .4 回 ､ イ ン ド系 3 .5

回 ､ ア フ リ カ系 3 . 0 回な どを大きく上回 っ て い る｡ ま た ､ 抽出した 5 0 の セ カ ン ダリ ー ス ク ー

ル の デ ー タ に よ り 2 00 2 / 2 0 0 3 年度 の長期的イ ッ ク ス ク ル ー ジ ョ ン ( 退学､ 不就学､ 長期不登

校等) の エ ス ニ ッ ク別数値が出て い るが､ こ れ に よる と比率の 高い順に ア イ ル ラ ン ド系の 漂泊

者 o .5 1 % ､ カ リ ブ系 o .3 7 %
,
ジ プ シ ー ･ ロ マ 系 o . 36 % ､ Bl a c k - O t h e r O . 3 2 % と な っ て い る｡ い

ず れも全国平均 o .1 3 % に 比 べ 率は極め て 高 い が､ 分母となる エ ス ニ ッ ク 別生徒数を考慮すれ

ば黒人 ､ 特 に カリブ系の子供の長期的イ ッ ク ス ク ル
ー ジ ョ ン 人数が高い ことがわかる｡ ま た ､

期間的イ ッ ク ス ク ル ー ジ ョ ン ( 停学､ 不登校等) で も黒人の子供は全体の 例の 34 % を 占め ､

他の エ ス ニ ッ ク の子供の 2 倍以上 に な っ て い る｡ 理由別で は､ 黒人や M i x e d の 子供 の 4 1 % ､

南ア ジ ア系 の 子供の 46 % が他 の 子供 へ の暴力で 停学に な っ て おり､ 同 じ理由の 白人の 子供の

29 % と い う数値に比 べ ると多い ｡ こ れ ら の格差の 要因も エ ス ニ ッ ク別 に 様 々 で ある ｡
一

例 と

して
､

バ ー ミ ンガ ム市 の教育平等課で把握して いる事実で あるが ､
カ リ ブ系と ア フ リカ系の 子

供で片親､ 主 に母親だけ の家庭が極め て多く大半が貧困の 状況で ある｡ 親 が仕事で い な い 間､

子供が弟や妹の面倒をみなけれ ばならな い と いうケ
ー

ス も多 い ｡ 各学校で の 努力にかかわらず､

社会的経済的格差が依然子供の教育基盤を揺るが して い る事実が ある｡

以上挙げた事柄は マ イ ノ リ テ ィ教育全体の 課題の 中の
一

部分 に過ぎな い ｡ 幾多の 課題の 山積

する中で ､ 教育を最重点施策の 1 つ に掲げ新たな ナ シ ョ ナ ル ア イデ ン テ ィ テ ィ確立を目指す現

在のイ ギリ ス が ､ マ イ ノ リ テ ィ の多文化を包括し バ ラ ン ス の 取れた文化的統合の段階を迎え る

こ とが できるか どうか
､ 多く の固か ら注視され て い る｡ そ の ため に特 に ､ 学校 で の 成績格差の

問題を持 つ マ イ ノ リ テ ィ の 子供の親たち､ 及 びそ の コ ミ ュ ニ テ ィ グ ル
ー プ と の協力 ､

連携が ど

こま で実現できるかが大きな鍵で あろう ｡ 本稿で 取り上げた市を初め ､ 率先 して マ イ ノ リ テ ィ

の諸問題に取り組んで きた自治体で は､ 行政の 政策決定に マ イ ノ リ テ ィ の意見を反映す る こ と

が基本的方針とな っ て い る｡ 現在 で は マ イ ノ リ テ ィ 出身者が マ イ ノ リ テ ィ 関連施策の 決定や推

進の責任者に なるケ
ー

ス も珍しくな い ｡ ま た ､ 教育に 関わる差別の 根本的解消に 向け､ 実効あ
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る取り組みが評価を受ける中で ､ マ ジ ョ リ テ ィ側も マ イ ノ リ テ ィ 側も そ れぞれ に変容を遂げる

こ とが必要な場面が増して い る｡ 人 々 が ル
ー ツ や 立場の 違 い を乗り越え､ そ れ ぞれ の地域の住

民として ､ 教育施策の 検討､ 決定､ 推進､ 結果の各局面で関わ り責任を持 つ ような シ ス テ ム が ､

イ ギ リ ス各地で構築されな けれ ばならな い段階が訪れ て い る ｡

注

(I) イ ギ リ ス の 公 的用語 と して の E t h n i c M i n o rit i e s は ､ 本 来の
`

e t h n i c m i n o rit y
'

の 持 つ 意味 と は異 な

り
､
｢ 白人 で な い 人 々｣ N o n - W hit e を指 し W hit e と 区分 さ れ る｡ 何 世代も イ ギ リ ス 国民 と して イ ギ リ

ス に住ん で い る ア ジア 系､ ア フ リ カ系の 人 々 も依然 E t h n i c M i n o riti e s で あ り､ 東 ヨ
ー

ロ ッ
パ か らや っ

て き た ば か りの 白人 は英語 が堪能で な か っ た と し て も W hit e ( B rit i sh , I ris h , O t h e r W hit e) の 中の

o t h e r W h it e に 分 類 さ れ E t h n ic M in o rit ie s に は 入 ら な い ｡ な お ､ セ ン サ ス で 使 わ れ る E t h n i c

M i n o rit ie s は
､
更 に M ix e d W hit e

,
A sia n o r A sia n B rit is h

,
Bl a c k o r B l a c k B riti sh

,
C h in e s e & O t h e r

E t h n ic G r o u p に 4 分類 さ れ 統計等 に使わ れ る｡ な お ､ こ こ で A si a n は S o u t h A si a n を指 し､ I n di a n ,

P a k ist a n i
,
B a n gl a d e s h i , O t h e r A si a n に分 け られ て い る｡

イ ギ リ ス で は 戦後､ 肌 の 色､ 人種 に触 れ な い C ol o r b li n d に よ る施策 が 主流 で あ っ た｡ 7 0 年代 の 多

文化教育 の 導入 に し たが っ て ､ その 施策が 逆 に マ イ ノ リテ ィ の 個別 ニ
ー

ズ や 問題をあ い ま い に して い

る と の 反 省か ら､ C o lo r c o n s c io u s n e s s 施策 に転換を図 っ た経緯 が あ り､ 現在 に 及ん で い る ｡ 公 的な 分

類用語 が肌 の 色 に よ っ て分 け ら れて い る こ と へ の 異論は 国内で今も根強 い ｡ しか しな が ら､ こ う した

分類が例 え ば 教育現場 で マ イノ リ テ ィ 別の 成績把握 にも生か さ れ､ 格 差是正 に不可欠 な デ
ー

タ に な っ

て い る こ と も事実 で あ る｡

( 2) イ ギ リ ス 全 土で は 2 0 0 3 年末 ま での 難民､ 亡命者受入れ総数 は約 2 7 . 7 万人 に昇り､ 2 0 0 4 年 1 年 間で

1 8
,
4 7 0 人 の 難民､ 5 0 , 4 2 5 人 の 亡命者 ( 家族を含 む) を滞在許可 して い る ( C o n t r o l o r l m m ig r a ti o n :

s t a t ist ic s U n it e d K in g d o m , 2 0 0 4) ｡ 政府 は こ う した人 々 が ロ ン ド ン だ け に 集中し な い よ う各地域 へ の

分散政策を採 っ て い る ｡

( 3) バ ー

ミ ン ガ ム 市人 口 は 19 8 0 年代 に 1 0 0 万人を超え て い たが 地域経済の 低迷 な ど も要因と な り 9 0 年

代 に 1 0 0 万人 を割 っ た ｡ 19 9 1 年 か ら 2 0 0 1 年 にか けて 白人人 口 は約 7 6
,
0 0 0 人減少 し､ マ イ ノ リ テ ィ 人

口は 約 8 2 ,5 00 人増 加 して い る｡ マ イ ノ リ テ ィ の 増加を背景 に市の 総人 口 は 2 0 0 1 年を境に 上 昇 に転 じ､

市の 予測 に よ る と 2 0 0 5 年 に 1 0 0 万人､ 2 0 2 5 年に 1 1 0 万人 を超 え る 見込み で あ る｡ 白人 の 人 口 減少は

今後も続く と見 ら れ､ マ イ ノ リテ ィ 比率 の 急激な 上 昇が 見込 まれ る｡

( 4) S a t p a l H i r a (2 0 0 1)
"

P r o m p ti n g S o c i al I n c lu si o n , C o m b a ti n g R a ci s m
"

B i r m in g h a m E d u c a t io n

E q u a liti e s U n it

( 5) Bi r m in gh a m C it y C o u n cil (2 00 2)
"

R e p o r t o f t h e Le a d S u p p o rt O ff i c e r
"

( 6) ｢ イ ン グ ラ ン ド, ウ ェ ー ル ズ
､ 北ア イ ル ラ ン ドの 全 て の 公立学校 は ナ シ ョ ナ ル カ リ キ ュ ラ ム に 従わ

な けれ ば な らな い ｡ (略) 義 務教育 は学齢 に応 じて 4 つ の キ ー ス テ - ジ ( K S) に分 け られ る｡ ( 対象

年齢) K S l : 5 - 7 歳 ､ K S 2 : 7 - 1 1 歳 ､ K S 3 : l l - 1 4 歳 ､ K S 4 : 1 4 - 16 歳 o キ ー ス テ - ジ 1 お よ び 2

で は
,
英語

､
数 学､ 科学､ デ ザ イ ン ､ 技術､ 歴史､ 地理､ 美術､ 音 楽､ 体育 を学習する｡ キ

ー ス テ ー

ジ 3 で は
､
こ れ ら全教科 に加 え て現代外国語を学習す る｡ キ

ー

ス チ
-

ジ 4 の 生徒 は ､ 英語 ､ 数 学､ 科

学､ 体育､ 技術､ 現代外国語を学習す る｡｣ (英国外務省､ 1 9 9 9)

( 7) G e n e r a l C e rt ifi c a t e o f S e c o n d a r y E d u c a ti o n ( 中等教育修了試験) の 略｡ 名前 の とお り中等教育修了

の 学業資格で あ り普通 15 , 1 6 歳 に取得す る ｡ 生徒 の 評 価は 教育課程 の 学業評価 と課程終了時 の 試験

に よ っ て 行わ れ､ レ ベ ル は A か ら G ま で あ る｡ 大学 な どの 高等教育 に進学 で き る レ ベ ル は G C E - A

が 主で あ り､ 課程修了時の 試験 によ っ て 18 歳以上 で 取得す る｡

( 8) バ ー ミ ン ガ ム 市 の 行 政区 w a r d は 2 0 0 4 年 7 月に 部分的 に変更 さ れ て い る ｡ 本稿 の 記述 は 補助学校

の 数値調査時点 で の 名称及び区画に よ る もの で あ る｡
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(9) 朝日 新聞 o 1 . 4 . 6 記事

( 1 0) 教育基準局 ( O fS T E D - O ffi c e f o r S t a n d a r d s in E d u c a t io n ) は 1 9 9 2 年 の 教育法で設置 さ れ た機関｡

学校教育の 調査 と評価を実施 し､ 教育 の 成果 と質的向上 の た め の ア ドバ イ ス を行う ｡ す べ て の 学校 と

L E A を対象 と し､ そ れ ぞ れ 4 年 に 1 回の 頻度 で教育基準局 に よ る 査察 (I n s p e c t io n ) が 行 わ れ る｡ 1

つ の 学校 に査察官 (I n sp e ct o r) 数人が 数日 に わ た っ て 入 り､ 授業観察､ 資料調査の ほ か､ 学校の ス タ ッ

フ
､ 児童生徒､ 親 ､ 地域 の 住民 な ど学校 に関 わ る様 々 な 人々 へ の イ ン タ ビ ュ

ー

調査を行う ｡ 査察の 評

価 は全国 に公開 さ れ ､ 失敗校 と認定 さ れ れ ば 学校 は O fS T E D の 特別監視下 に置か れ る｡ 更に 結果が

出な い 場合は校長の 交代や廃校措置もありう る｡ こ の よ う に極 め て強権的な側面を持 つ 査察の 中で ､

特 別な教育 ニ ー ズを持 つ 児童 へ の 対応､ マ イノ リ テ ィ 児童 に対す るイ コ
ー

ル オ ポ チ ュ ニ テ ィ へ の 努力､

人種差別 へ の 取 り組み な ど は重要な調査事項 の
一

部 で あ り､ 学校 で の 日 常的ス ト ラテ ジ
ー

が 求め られ

る土台 と な っ て い る ｡

( l l) 科目の 中で､ 集団礼拝､ 宗教教育､ 性教育 で は親 が子供 を取り出す権利 が認め られ て い る ｡ 全て の

宗 教を扱う学校 が あ る 一 方 ､ キ リ ス ト教を中心 と し た礼拝､ 教育 を行 う学校もあり､ 学校 は入学前に

学校案内な どで そ の こ とを保護者 に周知す る｡ 親 は入学前 に内容を知り､ 地 域内の どの 学校に 子供を

入 れ る か を選択 し､ 入学後 で あ っ て もそ れ ぞ れ の 授業 の 詳細 を知り､ 場合 に よ っ て は取 り出す こ とが

でき る｡

( 12) 佐貫 (2 0 0 3) に よ る と ｢ 学校 を さ ば る の が ト ゥ ル
ー

ア ン シ
ー

[t r u a n c y] で ､ 学校か らの 排除 ( 退学ま

た は停学) が イ ッ ク ス ク ル
ー

ジ ョ ン[ e x c lu si o n] で あ る｡ 日本 の 不登校や退学 と は性格 が違 う
- ｣ と説

明 され て い る｡
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B ir m in g h a m C it y C o u n c il (2 0 02)
"

R e p o r t o f t h e L e a d S u p p o rt O ffi c e r
"

L e a r n in g C it y O v e r v i e w a n d

S c r u t l n Y C o m m it t e e

B ir m in g h a m C it y C o u n c il , E d u c a t i o n S e r v ic e (2 00 3)
"

S u p p le m e n t a ry S c h o o l s
"

E d u c a ti o n E q u alit ie s U n it

Bi r m in gh a m C it y C o u n c il , E d u c a t i o n S e r v ic e (2 00 3)
"

S u p p le m e n t a ry S c h o o l s T e a c h e r T r a i n in g
"

B A S S

B o o k in g s

c o v e n t ry c it y C o u n cil (2 0 0 4)
"

A d m it t in g a N e w F a m ilァ
''

C o v e n t rァ C it y C o u n cil (2 0 0 4)
"

w el c o m i n g n e w c hil d r e n i n t o t h e s c h o o l
''

D e p a rt m e n t f o r E d u c a t i o n a n d S kill s (2 0 03)
"

A i m in g H ig h : R a isi n g t h e A c hi e v e m e n t o f M in o rit y E t h n i c

P u pils
"

D f E S P u blic a ti o n s

D e p a rt m e n t f o r E d u c a t io n a n d S kill s (2 0 05)
"

E t h n ic it y a n d E d u c a ti o n : T h e E vi d e n c e o n M i n o rit y E t h n i c

P u pil s
"

D f E S P u blic a ti o n s

D e p a rt m e n t fo r E d u c a t io n a n d S kill s (2 0 0 4)
' '

S c h o o l s
t

R a c e E q u a lit y P olic ie s
"

D f E S P u bli c a ti o n s
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F o r e ig n & C o m m o n w e a lt h O ffi c e L o n d o n ( 1 9 9 9)
"

E d u c a ti o n a n d T r a in i n g in B rit a in
"

H e a r s a ll C o m m u n it y P ri m a r y S c h o ol (2 0 0 5)
"

E t h n i cit y A n a ly si s J a n u a r y 2 00 5
"

H e a r s a ll C o m m u n it y P ri m a r y S c h o ol (2 0 0 5)
"

P r o s p e c t u s 2 0 0 5
- 2 0 06

"

S a t p al H ir a (2 0 0 1)
"

P r o m p t in g S o c ia l I n cl u si o n , C o m b a ti n g R a cis m
"

B ir m i n g h a m E d u c a ti o n E q u aliti e s U n it

s t . G e o rg e
'

s P ri m a r y S c h o o l (2 0 0 3)
"

p r o sp e ct u s & G o v e r n o r s
'

A n n u al R e p o rt 2 0 0 3 / 2 0 0 4
' '

C o v e n t r y C it y C o u n c il H P ht t p :// w w w . c o v e n t ry ･ g o v ･ u k

O ffi c e f o r N a ti o n a l S t a ti sti c s H P h t t p:// w w w . s t a t i st ic s . g o v ･ u k

U N H C R ht t p :// w w w . u n h c r . o r ｣ p

C o n t r o l of I m m ig r a ti o n : S t a ti sti c s U n it e d K i n g d o m 2 0 0 4 ht t p :// w w w ･h o m e offi c e ･g o v ･ u k/ r d s/p dfsO 5 /h o s b 14 0 5 1P d f

B i r m l n g h a m C it ァ C o u n c il ht t p :// w w w ･ bi r m in g h a m ･g o v ･ u k

B i r m i n g h a m S u p p le m e n t a ry S c h o o ls h t t p :// w w w ･ bg fl ･ o r g/ s e r vi c e s/ s u p p s c hl
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